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 元気やで福知山！
 「おひさまと風の子サロン」 20

 
　このたび、九州地方で発生しました地震により、お亡くなりになられました方々に、心からご冥福を 
お祈り申し上げますとともに、被災されました皆さまに、お見舞い申し上げます。　　福知山市議会 

この
子たちの

未来が健やかでありますよう
に！
！

この
子たちの

未来が健やかでありますよう
に！
！

福知山商工会議所青年部との意見交換

この
子たちの

未来が健やかでありますよう
に！
！

おひさまと風の子サロンにて 
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月 

定 
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会
・
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月 
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時 

会  
3 

月 

定 

例 

会
・
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月 

臨 

時 

会  

総額880億5600万円を可決！！ 
市の将来的なまちづくりの指針　　　　 
「未来創造　福知山」の策定を可決！！ 

総合的な治水対策・ｅ-ふくちやま事業民間譲渡・ 
福知山公立大学開学関連予算など 

平成２８年度当初予算（一般会計・特別会計・企業会計） 

　

２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の　

日
間

２５

２９

３４

に
わ
た
っ
て
３
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
総
合
的
な
治
水
対
策
、

ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
事
業
の
民
間
譲
渡
、
福
知

山
公
立
大
学
の
開
学
な
ど
の
大
型
事
業
を
含

む
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど　

議
案

２８

８０

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
予
算
関
連　

議
案
は
、
予
算

２７

審
査
委
員
会
を
計
９
日
間
開
催
し
、
集
中
的

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
な
ど

　

議
案
は
、
各
所
管
別
委
員
会
に
お
い
て
審

４９査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
本
会
議
に
お
い

て　

議
案
が
全
員
賛
成
、　

議
案
が
賛
成
多

６５

１１

数
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
人
事
案

件
と
し
て
、
教
育
委
員
の
任
命
（
１
人
）、人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
（
３
人
）
の

４
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
議
会
に
上
程
さ
れ
、
継
続
審

１２

査
と
な
っ
て
い
た
市
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
で

あ
る
「
未
来
創
造　

福
知
山
」
の
策
定
に
つ

い
て
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
４
年
制
大
学
の
あ
り
方
検
討
特

別
委
員
会
か
ら
、
「
福
知
山
公
立
大
学
の
将

来
に
わ
た
る
安
定
し
た
運
営
を
求
め
る
決

議
」
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

４月６日には、臨時会を開催し、福知山公立大学の授業料などに関する議案の

ほか、２議案を全員賛成で原案どおり可決しました。

4    月
臨時会

3月定例会で決まった主な案件
平成２８年度当初予算 （単位：百万円）
　◇一般会計予算 ４１２億５０００万円
　◇特別会計（１５会計）予算 ２３３億２７００万円
　◇企業会計（３会計）予算 ２３４億７９００万円
平成２７年度補正予算（国の緊急対策による前倒し予算）
　◇一般会計補正予算 ４億９５００万円
平成２７年度補正予算（通常の補正予算）
　◇一般会計補正予算  △１億　５００万円
　◇特別会計（３会計）予算 △　　８９００万円
条　例
　◇条例の新規制定、一部改正、廃止 計３６件
その他
　◇「未来創造　福知山」の策定など 計１７件
人　事
　◇教育委員の任命（１人）、人権擁護委員の候補者の推薦（３人） 計４件
議員提出議案
　◇福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
　　一部を改正する条例の制定について
　◇福知山公立大学の将来にわたる安定した運営を求める決議（※Ｐ９に全文掲載）
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3
月
定
例
会

市
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

問　
元
職
員
の
市
に
対
す
る
働

き
か
け
の
規
制
の
根
拠
は
。

答　
地
方
公
務
員
法
で
規
定
さ

れ
た
も
の
で
、
す
で
に
国
家
公

務
員
に
つ
い
て
は
規
制
が
さ
れ

て
い
る
。

問　
再
就
職
情
報
の
届
出
義
務

の
内
容
と
現
在
の
公
開
状
況
は
。

答　
課
長
級
以
上
の
職
員
に
つ

い
て
、
平
成　

年
度
退
職
者
か

２６

ら
、
離
職
後
２
年
間
、
再
就
職

日
や
勤
務
先
、
業
務
内
容
な
ど

に
つ
い
て
届
出
が
義
務
化
さ
れ

る
。
ま
た
、
現
在
、
自
主
的
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
報
道
に
公
開

し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

市
職
員
の
降
給
に
関
す
る
条
例

の
制
定
（
勤
務
評
定
制
度
を
人

事
考
課
制
度
に
）

問　
現
在
の
勤
務
評
定
と
人
事

考
課
の
違
い
は
。

答　
勤
務
評
定
は
、
評
価
さ
れ

る
側
に
と
っ
て
評
価
項
目
や
活

用
方
法
が
わ
か
り
に
く
い
な
ど

の
課
題
が
あ
っ
た
。
人
事
考
課

制
度
は
、
よ
り
人
材
育
成
に
主

眼
を
置
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。

問　
降
格
や
降
号
に
つ
い
て
は
、

労
使
間
の
交
渉
事
項
に
あ
た
る

の
か
。

答　
管
理
運
営
事
項
で
あ
り
、

交
渉
事
項
と
は
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

（
市
民
病
院
の
定
数
を
増
員
）

問　
市
民
病
院
の
採
用
見
込
み

と
職
員
定
数
は
。

答　
４
月
１
日
現
在
で
、　

人
４５

の
採
用
見
込
み
で
あ
る
。
現
在

の
職
員
定
数
は
６
１
０
人
で
６

５
５
人
に
増
員
を
予
定
し
て
い

る
。　

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

指
定
管
理
者
制
度
「
第
三
者
評

価
委
員
会
」
を
設
置

問　
第
三
者
評
価
委
員
会
の
評

価
結
果
に
よ
る
措
置
の
内
容
は
。

答　
業
務
不
履
行
の
場
合
は
、

業
務
改
善
指
示
な
ど
を
行
い
、

従
わ
な
い
と
き
は
、
指
定
を
取

り
消
す
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

4
月
臨
時
会

市
税
条
例
及
び
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

福
知
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

問　
条
例
制
定
の
意
義
は
。

答　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
平

成　

年
に
開
設
し
た
が
、
消
費

２２
者
安
全
法
の
改
正
に
よ
り
策
定

が
必
要
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

問　
賦
課
限
度
額
２
万
円
引
き

上
げ
で
保
険
料
は
ど
う
な
る
か
。

答　
高
額
所
得
者
は
高
く
な
り
、

中
間
所
得
層
に
は
負
担
に
配
慮

し
た
見
直
し
が
可
能
に
な
る
。

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
策
定

問　
支
所
ヘ
の
支
援
の
充
実
が

必
要
で
は
。

答　
旧
三
町
エ
リ
ア
は
地
域
協

議
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
協
働

を
進
め
な
が
ら
、
基
金
を
創
設

し
交
付
金
な
ど
の
支
援
を
し
て

い
く
。  
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

福
知
山
市
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
策
定

問　
市
民
か
ら
公
共
交
通
の
利

便
性
を
求
め
る
声
が
多
い
が
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　
地
域
公
共
交
通
会
議
で
協

議
を
継
続
し
な
が
ら
要
望
を
反

映
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

福
知
山
市
人
権
施
策
推
進
計
画

の
改
定

問　
人
権
施
策
に
偏
り
が
あ
る

の
で
は
。

答　
隠
れ
た
差
別
は
残
っ
て
お

り
、
新
た
な
人
権
問
題
も
起
こ

っ
て
い
る
。
人
権
問
題
全
般
に

わ
た
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
      
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

福
知
山
市
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　
条
例
改
正
の
背
景
は
。

答　
国
民
健
康
保
険
新
大
江
病

院
が
廃
止
さ
れ
、
福
知
山
市
民

病
院
の
分
院
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
。 　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
変
更

問　
計
画
に
旧
夜
久
野
町
役
場

跡
地
の
整
地
が
追
加
さ
れ
た
が
、

昨
年
の
補
正
予
算
上
程
時
に
提

案
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　
事
業
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、

計
画
変
更
に
必
要
な
京
都
府
と

の
事
前
協
議
日
程
や
２
月　

日
１５

が
受
理
日
と
な
っ
た
関
係
で
３

月
議
会
で
の
提
案
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）
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過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
に

　
　
　
　

公
共
施
設
の
跡
地
活
用
を
追
加

市民地域

市
職
員
の
退
職
管
理
の
適
正
化
に
伴
い

　
　
　
　

再
就
職
情
報
の
届
出
を
義
務
化
に

総務防災主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査

職員体制を充実させる市民病院職員体制を充実させる市民病院

旧旧夜夜久久野野町町役役場場跡跡地地
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指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

事
業
者
は
運
営
推
進
会
議
を

設
置
し
地
域
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
評
価
、
要
望
、
助
言

な
ど
を
記
録
し
保
存
す
る
。

問　

運
営
推
進
会
議
は
市
内
何

カ
所
に
設
置
予
定
か
。
ま
た
、

委
員
構
成
メ
ン
バ
ー
、
開
催
頻

度
は
。

答　
　

カ
所
で
、
自
治
会
長
、

１２

民
生
児
童
委
員
、
利
用
者
家
族
、

包
括
支
援
職
員
な
ど
で
構
成
し
、

６
カ
月
に
１
回
の
開
催
予
定
だ
。

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス（
要
支
援
者
の
認
知
症

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

要
支
援
者
対
象
の
認
知
症
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
運
営
推

進
会
議
を
設
置
し
、
評
価
、
要

望
な
ど
を
記
録
保
存
す
る
。

問　

運
営
推
進
会
議
は
前
条
例

の
委
員
会
と
は
別
に
設
置
す
る

の
か
。

答　

同
じ
運
営
推
進
会
議
で
対

応
す
る
こ
と
に
な
る
。

旧
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
を

福
知
山
医
師
会
に
無
償
譲
渡

　

福
知
山
医
師
会
看
護
高
等
専

修
学
校
の
運
営
の
た
め
に
無
償

で
譲
渡
す
る
。

問　

今
後
の
維
持
管
理
は
ど
こ

が
行
う
の
か
。
ま
た
、
土
地
は

ど
う
な
る
の
か
。

答　

施
設
改
修
は
医
師
会
が
行

う
。
土
地
は
貸
し
付
け
だ
。

 

教
育
集
会
所
条
例
の

一
部
改
正

　

被
災
し
た
岡
ノ
三
教
育
集
会

所
を
複
合
施
設
と
し
て
改
修
し
、

直
営
で
運
営
す
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

の
一
部
改
正

問　

夜
久
野
給
食
セ
ン
タ
ー
廃

止
後
、
職
員
は
ど
う
な
る
の
か
。

空
い
た
施
設
の
利
活
用
は
。

答　

委
託
職
員
は
中
央
の
セ
ン

タ
ー
へ
の
異
動
も
あ
る
。
施
設

は
地
元
で
の
有
効
活
用
も
含
め
、

庁
内
で
検
討
す
る
。

三
和
町
郷
土
資
料
館
条
例
を

廃
止

　

廃
止
後
、
収
蔵
庫
と
し
て
活

用
し
、
市
全
体
の
歴
史
的
に
重

要
な
物
を
三
和
で
一
括
管
理
す

る
。

（
全
議
案
、全
員
賛
成
で
可
決
）

中
六
人
部
地
域
で
既
存
集
落
型
地
区
計
画
の
策
定
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
知
山
市
初
の
取
り
組
み

産業建設

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
に

　
　
　

運
営
推
進
会
議
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る

教育厚生

福
知
山
市
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　

中
六
人
部
地
域
を
地
区
計

画
整
備
区
域
に
加
え
る
こ
と
に

な
っ
た
経
過
は
。

答　

地
区
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
は
、
地
元
か
ら
の
提
案
を
原

則
と
し
て
い
る
。
本
件
も
地
域

の
発
展
に
つ
な
が
る
土
地
利
用

に
つ
い
て
地
区
で
協
議
い
た
だ

き
提
案
を
受
け
た
も
の
だ
。

問　

他
地
区
の
今
後
の
動
向
は
。

答　

既
に
他
の
地
区
で
も
、
制

度
の
説
明
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
。
地
元
提
案
に
向
け
、
検

討
を
進
め
ら
れ
て
い
る
地
区
も

あ
る
。

財
産
の
無
償
譲
渡

問　

各
施
設
の
民
間
譲
渡
に
至

る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答　

現
在
、
民
間
委
託
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
る
市
所
有
の
農

業
施
設
に
お
い
て
は
、
管
理
者

に
意
向
を
確
認
し
、
今
後
も
使

用
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
地

元
な
ど
へ
積
極
的
に
譲
渡
を
進

め
て
い
る
。

問　

今
後
の
民
間
譲
渡
の
進
め

方
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
福
知
山
市

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施

計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

問　

三
段
池
公
園
総
合
体
育
館

つ
り
天
井
耐
震
化
工
事
の
内
容

は
。

答　

国
の
基
準
に
基
づ
き
、
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
の
つ
り
天
井
の
安
全
性
を
図

る
も
の
だ
。

問　

財
源
は
。

答　

国
の
起
債
で
あ
る
「
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
」
を
活
用

す
る
予
定
だ
。
充
当
率
が
１
０

０
％
、
交
付
税
算
入
率
が　

％
７０

と
有
利
な
財
源
で
あ
る
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

問　

多
保
市
正
明
寺
線
（
高
畑

工
区
）
橋
梁
上
部
工
工
事
の
変

更
理
由
は
。

答　

今
後
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
工

事
の
進
捗
を
図
る
た
め
、
債
務

負
担
行
為
の
限
度
額
内
で
工
事

を
追
加
し
た
。

市
道
の
認
定
及
び
廃
止
並
び

に
路
線
変
更

問　

不
用
道
の
廃
止
と
は
。

答　

大
江
町
金
屋
地
域
の
堤
防

の
整
備
に
伴
い
、
機
能
を
失
っ

た
道
路
の
部
分
を
市
道
の
認
定

か
ら
外
し
た
も
の
だ
。

 
（
全
議
案
、全
員
賛
成
で
可
決
）

　

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査

高畑橋上部工工事

学校給食センターでの作業の様子
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計
画
の
構
成
と
審
査
方
針

第
１
編　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン

第
２
編　

基
本
計
画

（
１
）
は
じ
め
に

（
２
）
策
定
の
背
景

（
３
）
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
視

点

（
４
）
施
策
体
系

　

第
１
章　

協
働
・
人
権

　

第
２
章　

教
育
・
文
化
・
ス

　
　

ポ
ー
ツ

　

第
３
章　

生
活
基
盤

　

第
４
章　

防
災
・
環
境

　

第
５
章　

保
険
・
医
療
・
福

　
　

祉
・
子
育
て

　

第
６
章　

産
業
・
地
域
活
力

　

第
７
章　

行
政
改
革
と
情
報

　
　

化

以
上
の
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
に
直
結
す
る
基
本

計
画
で
あ
る
だ
け
に
、
慎
重
な

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
特
に
大
き
な
政
策
に
対
す

る
審
査
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

重
点
課
題
と
基
本
政
策
の
審
査

（
質
疑
）　

【
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
】

　

「
人
口
の
目
標
」
で
福
知
山

市
は
高
い
合
計
特
殊
出
生
率
を

保
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

　

年
の
目
標
人
口
を
７
万
８
３

５２０
０
人
と
設
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
背
景
と
根
拠
に
対
す
る

質
疑
。

【
基
本
計
画
】

　

第
１
章
の
「
協
働
・
人
権
」

で
は
、
市
民
協
働
の
推
進
で
、

地
区
担
当
制
度
に
関
す
る
成
果

指
標
と
目
標
値
に
関
す
る
質
疑
。

第
２
章
の
「
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
」
で
は
、
大
学
教
育
の

充
実
、
福
知
山
市
「
学
び
の
拠

点
」
基
本
構
想
と
の
整
合
を
問

う
質
疑
。
第
３
章
の
「
生
活
基

盤
」
で
は
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
問
う
質
疑
。
第
７
章

の
「
行
政
改
革
と
情
報
化
」
で

は
福
知
山
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
の
関
係
を
問
う
質
疑
。

そ
の
他
、
多
く
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

【
討
論
】
で
は

・
自
治
基
本
条
例
の
策
定
と
一

体
性
を
持
た
せ
る
べ
き
で
あ

る
。

・
合
併
後　

年
と
な
る
が
、
第

１０

４
次
総
合
計
画
の
検
証
が
不

十
分
で
あ
る
。

・
中
核
と
な
る「
小
さ
な
拠
点
」

の
推
進
に
よ
り
、
地
域
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
図

れ
る
。
な
ど
の
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

福
知
山
市
総
合
計
画「
未
来
創
造　

福
知
山
」

　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
特
別
委
員
会
報
告

未来創造
福 知 山

　

平
成　

年
１
月　

日
と　

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
で
あ
る
「
未
来

２８

２０

２１

創
造  
福
知
山
」
の
審
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
概
ね　

年
を
計
画
期
間
と
す
る
総
合
計
画

１０

を
策
定
さ
れ
て
い
た
が
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
で
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
基
本
政
策
と
な
っ

て
い
る
。
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
の
具
体
性
の
あ
る
本
計
画
の
審
査
に
取
り
組
ん
だ
。

３
月
定
例
会

福
知
山
公
立
大
学

中
期
目
標
の
策
定

問　
定
員
増
や
学
部
・
学
科
の

再
編
成
に
向
け
て
、
今
後
の
準

備
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答　
定
員
増
は
、
公
立
大
学
法

人
設
立
後
に
文
部
科
学
省
と
協

議
す
る
中
で
進
め
た
い
。学
部
・

学
科
に
つ
い
て
は
、
学
長
、
副

学
長
、
事
務
局
長
を
中
心
に
協

議
を
進
め
な
が
ら
最
適
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

問　
２
０
１
０
年
、
大
学
基
準

協
会
の
「
大
学
不
適
合
判
定
」

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　
新
た
な
大
学
の
運
営
に
あ

た
り
、
早
期
の
解
消
に
向
け
て

優
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　

市
と
し
て
も
解
消
に
向
け
て

関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問　
外
部
資
金
の
獲
得
に
向
け

て
の
考
え
方
は
。

答　
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知

識
や
経
験
を
生
か
し
て
、
積
極

的
に
外
部
資
金
の
獲
得
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
も
協
力
し
て
い
く
。

問　
自
治
体
や
企
業
な
ど
か
ら

の
寄
付
金
制
度
の
確
立
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
方
は
。

答　
関
係
機
関
と
地
域
に
お
け

る
４
年
制
大
学
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
協
議
す
る
中
で
、
大
学

を
支
援
い
た
だ
け
る
団
体
と
本

市
と
が
お
互
い
に
利
す
る
こ
と

が
で
き
る
関
係
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。

問　
教
員
に
対
す
る
明
確
な
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
は
。

答　
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど

の
金
銭
面
、
そ
し
て
、
教
員
の

研
究
環
境
の
整
備
と
い
う
面
も

含
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

４
月
臨
時
会

福
知
山
公
立
大
学
が
徴
収
す
る

料
金
の
上
限

問　
公
開
講
座
は
、
市
民
を
対

象
と
す
る
た
め
、
他
の
大
学
で

は
無
料
の
と
こ
ろ
が
多
い
が
、

今
回
、
料
金
を
設
定
し
た
理
由

は
。

答　
今
回
は
、
あ
く
ま
で
上
限

額
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
市

民
に
開
か
れ
た
大
学
と
い
う
基

本
理
念
を
踏
ま
え
、
無
料
の
公

開
講
座
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査 平

成　

年
4
月
福
知
山
公
立
大
学
開
学

２８

　
　
　
　
　
　
　
　

6
年
間
の
中
期
目
標
を
策
定

4年制大学
のあり方検討
特別委員会

福知山公立大学開学式・入学式の様子福知山公立大学開学式・入学式の様子
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総
務
防
災
関
係

問　

福
知
山
公
立
大
学
運
営
費

交
付
金
事
業
な
ど
公
立
大
学
の

運
営
上
の
課
題
は
何
か
。

答　

歳
入
確
保
が
課
題
だ
。
定

員
増
に
向
け
て
文
部
科
学
省
と

調
整
を
進
め
、
あ
ら
ゆ
る
補
助

金
の
活
用
を
検
討
す
る
。
公
立

大
学
法
人
に
も
支
出
抑
制
や
収

入
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
く
。

問　

防
災
マ
ッ
プ
整
備
事
業
の

完
成
時
期
は
。

答　

国
土
交
通
省
で
洪
水
時
、

家
屋
倒
壊
危
険
ゾ
ー
ン
や
浸
水

継
続
時
間
の
設
定
の
追
加
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
を
受
け
て
年
度
内
の
完
成
に

努
め
た
い
。

問　

人
件
費
の
予
算
計
上
に
関

わ
っ
て
、
職
員
の
超
過
勤
務
の

考
え
方
は
。

答　

第
６
次
行
政
改
革
で
は
平

成　

年
度
の
超
過
勤
務
の
目
標

２８
を
１
人
当
た
り
月　

・
４
時
間

１２

に
設
定
し
て
い
る
。
職
員
の
意

識
改
革
も
含
め
て
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

地
方
交
付
税
の
減
少
の
要

因
は
。

答　

前
年
度
比
２
億
２
０
０
万

円
の
減
額
要
因
は
、
市
税
収
入

や
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
の

増
に
よ
り
、※
基
準
財
政
収
入
額

が
増
額
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま

た
、
合
併
特
例
加
算
の
段
階
的

縮
減
に
伴
い
約
７
５
０
０
万
円

が
減
少
し
た
。

問　

消
防
団
活
動
事
業
の
団
員

報
酬
と
人
員
の
内
容
は
。

答　

１
８
９
０
人
の
基
本
団
員

報
酬
な
ど
に
５
３
７
８
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。
平
成　

年
４

２７

月
時
点
の
団
員
数
は
１
９
３
２

名
（
基
本
団
員
１
８
６
２
名
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
、
支
所
職
員
で
構

成
す
る
無
報
酬
の
機
能
別
消
防

団
員　

名
）
で
あ
り
、
条
例
定

７０

数
２
１
６
０
名
の
充
足
率
は

　

・
４
％
で
あ
る
。

８９問　

ｅ－

ふ
く
ち
や
ま
事
業
の

テ
レ
ビ
再
送
信
サ
ー
ビ
ス
の
収

入
算
定
根
拠
や
民
営
化
後
の
値

上
げ
の
市
民
理
解
の
方
法
は
。

答　

利
用
者
を
４
５
０
０
世
帯

と
し
て
収
入
算
定
を
行
っ
て
い

る
。
値
上
げ
に
関
し
て
は
、
２

月　

日
か
ら
３
月
４
日
に
か
け

１５
て
地
元
説
明
会
を
実
施
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

生
活
困
窮
者
な
ど
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
も
、
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

市
民
地
域
関
係

問　

移
住
・
定
住
促
進
事
業
の

目
的
と
そ
の
事
業
内
容
は
。

答　

若
年
層
や
子
育
て
世
代
な

ど
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め
の

事
業
で
あ
り
、
住
宅
支
援
金
及

び
雇
用
奨
励
金
に
つ
い
て　

組
１０

を
超
え
る
場
合
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

問　

三
和
、
夜
久
野
及
び
大
江

の
地
域
協
議
会
支
援
事
業
の
予

算
の
差
異
は
何
か
。

答　

地
域
協
議
会
と
協
議
の
上
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
予

平成28年度  予算審査委員会報告 
予算関連議案を全6日間の日程で慎重に審査し、活発な 

自由討議を経て、平成28年度当初予算関連24議案を議決しました。 

　３月定例会では、常任委員会化した予算審査委員会（野田勝康委員長、吉見純男副委員
長）において、平成２８年度当初予算の審査を行いました。３月８日（総務防災関係）９日
（市民地域関係）１０日（教育厚生関係）１１日（福知山市大呂自然休養村センターに係る集中
審議）２２日（総括質疑）の５日間にわたり審査を行ない、２４日（自由討議、討論、採決）に
は議員間の活発な自由討議を経て、全会計の議案について、原案のとおり可決しました。

予算総額
増減率増減額平成２７年度平成２８年度

　０.０％　　　　　０４１２億５０００万円４１２億５０００万円一般会計

＋０.６％２億４０００万円４１５億　５００万円４１７億４５００万円（前倒し含む）

＋０.４％１億　３００万円２３２億２４００万円２３３億２７００万円特別会計

＋１.９％　　４２００万円２３４億３７００万円２３４億７９００万円企業会計

＋０.２％１億４５００万円８７９億１１００万円８８０億５６００万円合　計

＋０.４％３億１２００万円８８２億３９００万円８８５億５１００万円（前倒し含む）

単位：百万円

※基準財政収入額
　各自治体が標準的な状態で徴収できる税のこと。

完成が待たれる防災ハザードマップ
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算
を
計
上
を
し
た
も
の
だ
。

問　

福
祉
有
償
運
送
実
施
団
体

活
動
補
助
事
業
の
具
体
的
な
内

容
は
。

答　

一
律
の
補
助
か
ら
運
行
回

数
や
運
行
平
均
距
離
な
ど
、
事

業
規
模
に
応
じ
て
、
支
援
額
を

細
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　

国
保
人
間
ド
ッ
ク
事
業
の

具
体
的
な
拡
充
内
容
は
。

答　

疾
病
の
予
防
、
発
見
、
早

期
治
療
に
よ
る
健
康
管
理
の
促

進
と
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、
従
来
は
５
月
中
旬

か
ら
保
険
課
で
受
付
を
実
施
し

て
い
た
が
、
受
付
開
始
時
期
を

４
月
中
旬
に
早
め
た
。
ま
た
医

療
機
関
で
の
受
付
も
可
能
と
し
、

受
診
者
数
を
増
加
さ
せ
て
い
く
。

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
事
業

も
同
様
で
あ
る
。

教
育
厚
生
関
係

問　

病
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
実
績
や
目
的
は
。

答　

就
学
前
児
童
が　

人
、
小

６８

学
生
が
２
人
で
あ
っ
た
。
保
護

者
の
共
働
き
な
ど
で
病
気
時
の

対
応
と
し
て
開
設
す
る
。

問　

公
共
施
設
最
適
化
事
業
に

よ
る
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

移
転
の
背
景
と
目
的
や
効
果
は
。

答　

機
能
の
集
約
化
、
小
さ
な

拠
点
化
の
視
点
、
施
設
の
老
朽

化
な
ど
の
理
由
に
よ
り
支
所
内

に
移
転
す
る
も
の
で
、
施
設
の

機
能
も
向
上
し
利
用
者
の
利
便

性
が
高
ま
り
、
経
費
も
削
減
で

き
る
と
考
え
る
。

問　

閉
校
施
設
用
地
整
理
事
業

の
内
容
と
箇
所
選
定
は
。

答　

用
地
の
有
効
活
用
の
た
め

の
境
界
確
定
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く
跡
地
利
活

用
検
討
の
進
捗
状
況
に
よ
る
箇

所
変
更
で
あ
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

事
業
の
利
用
の
見
通
し
や
、
応

募
状
況
は
。

答　

６
年
生
ま
で
の
拡
大
を
見

越
し
た
定
員
の
設
定
を
し
た
。

応
募
状
況
は
平
成　

年
度
の
利

２７

用
人
数
よ
り
も
約
２
０
０
人
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

問　

地
域
で
支
え
る
地
域
未
来

塾
開
講
事
業
の
対
前
年
比
予
算

で
の
増
額
の
理
由
や
各
学
校
で

の
受
講
人
数
は
。

答　

平
成　

年
度
中
の
モ
デ
ル

２７

校
の
成
果
に
よ
り
３
校
に
拡
大

す
る
た
め
で
あ
る
。
モ
デ
ル
校

で
は　

人
、　

・
５
％
の
参
加

１４

２１

率
で
あ
る
。

問　

学
校
給
食
管
理
運
営
事
業

の
統
合
・
再
編
の
目
的
、
予
算

増
額
の
理
由
は
何
か
。

答　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
則
り
、
運
営
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
く
。
予
算
増
額
の

理
由
は
、
調
理
委
託
契
約
の
委

託
料
が
増
と
な
っ
て
お
り
、
３

年
前
の
調
理
委
託
業
務
の
入
札

時
の
請
負
率
が
約　

％
と
低
か

６０

っ
た
が
、
今
回
は
約　

％
と
な

９７

っ
た
。

問　

診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
に
よ
る
病
院
経
営
は
。

答　

手
術
室
の
増
設
に
よ
る
手

術
件
数
の
増
加
、
高
度
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
で
収
入

を
増
や
し
た
い
。

産
業
建
設
関
係

　

議
第　

号
の
大
呂
自
然
休
養

８０

村
管
理
事
業
に
係
る
大
幅
な
事

業
費
の
増
加
に
つ
い
て
、
改
め

て
執
行
部
に
追
加
資
料
の
提
出

を
求
め
、
関
連
議
案
で
あ
る
議

第
１
３
２
号
及
び
議
第
１
５
２

号
の
２
議
案
と
一
括
し
て
集
中

的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

問　

福
知
山
市
大
呂
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理

料
の
積
算
に
当
た
り
、
施
設
の

利
用
見
込
み
の
算
定
根
拠
は
何

か
。

答　

市
が
所
管
す
る
同
類
の
施

設
を
参
考
に
、
客
室
稼
働
率　
４０

％
を
基
本
と
し
、
駐
車
場
な
ど

の
周
辺
設
備
を
含
め
た
施
設
全

体
の
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
の

２
年
間
は
、
客
室
稼
働
率
を　
２０

％
か
ら　

％
に
設
定
し
た
。

３０

問　

初
年
度
に
発
生
す
る
大
幅

な
赤
字
経
費
は
指
定
管
理
者
に

負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、

資
金
的
に
対
応
で
き
る
事
業
者

が
極
め
て
限
定
的
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨

で
あ
る
、
指
定
管
理
者
の
自
主

的
な
経
営
努
力
に
期
待
し
た
施

設
運
営
を
考
え
て
お
り
、
指
定

管
理
期
間
で
あ
る
５
年
間
の
期

間
で
目
標
数
値
の
達
成
に
向
け

た
経
営
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

本
件
の
議
案
提
案
に
際
し
、

本
来
な
ら
、
事
前
に
指
定
管
理

者
の
指
定
に
か
か
る
議
案
が
提

案
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今

回
、
予
算
関
連
議
案
と
同
時
に

提
案
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、
「
今
後
、
適
正
な

審
査
過
程
に
基
づ
く
順
序
で
議

案
提
案
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
求

め
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

総

括

質

疑

【
一
般
会
計
歳
入
関
係
】

問　

普
通
交
付
税
縮
減
期
の
対

応
と
し
て
、
通
常
メ
ニ
ュ
ー
の

市
債
を
有
利
な
合
併
特
例
債
に

最
大
限
振
り
替
え
て
発
行
す
る

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

交
付
税
算
入
率
の
低
い
公

共
事
業
等
債
や
地
域
活
性
化
債
、

一
般
単
独
事
業
債
（
一
般
分
）

な
ど
に
お
い
て
、
合
併
に
資
す

る
た
め
に
位
置
付
け
ら
れ
る
事

業
は
、
合
併
特
例
債
に
振
り
替

え
る
考
え
で
あ
る
。

問　

社
会
保
障
関
係
経
費
の
自

然
増
を
は
じ
め
、
治
水
対
策
関

連
経
費
や
ｅ－

ふ
く
ち
や
ま
事

業
の
民
営
化
経
費
、
大
学
運
営

経
費
な
ど
に
よ
る
歳
出
増
に
対

す
る
財
源
確
保
と
経
費
の
削
減

対
策
は
。

答　

社
会
保
障
関
係
経
費
に
対

し
て
は
、
国
府
補
助
金
の
確
保

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
な
お

不
足
す
る
一
般
財
源
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

入
な
ど
で
賄
う
こ
と
と
し
た
。

跡地活用が待たれる旧明正小学校

指定管理者について
議論された大呂自然休養村
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固
定
経
費
は
、
普
通
交
付
税
縮

減
額
の
７
５
０
０
万
円
に
当
た

る
３
・
３
％
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
を
設
定
し
、
財
源
の
捻

出
を
図
る
こ
と
と
し
、
政
策
的

経
費
は
、
第
６
次
行
政
改
革
に

基
づ
き
、
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
継
続
し
て
取

組
む
こ
と
と
し
、
削
減
を
図
っ

た
。

【
一
般
会
計
歳
出
関
係
】

問　

福
知
山
公
立
大
学
の
運
営

費
交
付
金
拠
出
と
今
後
６
年
間

の
中
期
計
画
期
間
中
の
財
政
運

営
の
見
通
し
は
。

答　

北
近
畿
地
域
の
「
学
び
の

拠
点
」
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
定
員
増

加
も
含
め
た
教
育
研
究
体
制
の

計
画
的
な
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
６
年
間
の
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
本
に
、
必
要

な
基
盤
整
備
や
組
織
体
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
公
立
大
学
と

し
っ
か
り
連
携
・
調
整
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問　

福
知
山
公
立
大
学
に
関
す

る
環
境
整
備
対
策
は
。

答　

大
学
の
運
営
に
必
要
と
な

る
運
営
費
交
付
金
事
業
や
就
学

生
支
援
事
業
な
ど
の
直
接
的
な

事
業
予
算
の
み
を
計
上
し
て
い

る
。
地
方
創
生
や
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
の
大
学
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
、
公
共
交
通
の

利
便
性
の
向
上
、
周
辺
の
ア
ク

セ
ス
改
善
な
ど
に
つ
い
て
は
、

開
学
後
、
学
生
の
状
況
な
ど
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
大
学

や
地
元
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
特
別
会
計
、
企
業
会
計
】

問　

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
、
新
年
度
予
算
に

お
け
る
財
源
確
保
策
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
及
び
料
金
設
定
の
考
え

方
は
。

答　

国
庫
補
助
事
業
な
ど
の
有

利
な
財
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

施
設
の
更
新
な
ど
を
図
る
こ
と

と
し
た
。
口
座
振
替
の
推
進
に

よ
る
収
納
率
の
向
上
、
適
正
な

債
権
管
理
、
未
利
用
地
の
売
却

な
ど
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

大
呂
自
然
休
養
村
指
定
管

理
に
つ
い
て
、
平
成　

年
度
福

２８

知
山
市
一
般
会
計
予
算
で
指
定

管
理
料
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

平
成　

年
度
福
知
山
市
一
般
会

２７

計
補
正
予
算
で
は
指
定
管
理
料

の
債
務
負
担
行
為
と
、
指
定
管

理
者
の
指
定
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ

提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
議
案
審

査
上
、
法
令
違
反
で
は
な
い
か
。

答　

同
時
提
案
は
、
手
続
き
上

は
違
反
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
４
月
１
日
か

ら
の
指
定
管
理
を
３
月
議
会
に

提
案
し
た
こ
と
は
時
期
と
し
て

不
適
切
で
あ
り
、
今
後
、
指
定

管
理
料
の
債
務
負
担
行
為
や
指

定
管
理
者
の
指
定
議
案
は
、
事

前
に
提
案
し
た
い
。

自
由
討
議

「
大
呂
自
然
休
養
村
の
指
定
管

理
事
業
に
つ
い
て
・
指
定
管
理

者
選
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

★
指
定
管
理
の
対
象
施
設
に
よ

り
経
費
の
積
算
の
表
記
が
違

　

っ
て
い
る
。
議
会
へ
提
出
さ

れ
る
資
料
は
、
統
一
し
た
基

準
、
様
式
を
用
い
て
作
成
す

る
べ
き
で
あ
る
。

★
仕
様
書
の
中
身
を
公
平
性
、

透
明
性
の
あ
る
も
の
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
選
定

委
員
に
よ
る
選
定
が
適
正
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

★
大
呂
自
然
休
養
村
の
場
合
、

５
年
間
で
大
き
く
収
支
が
変

わ
る
中
で
、
毎
年
の
指
定
管

理
料
を
平
均
し
て
い
る
が
、

平
均
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
選
定
基
準
が
不
明

確
で
あ
る
。

「
予
算
執
行
に
お
け
る
事
業
間

流
用
に
つ
い
て
」

★
目
的
別
予
算
の
執
行
状
況
に

つ
い
て
、
議
会
へ
の
報
告
や

減
額
補
正
は
３
月
議
会
に
限

ら
ず
判
明
し
た
時
点
で
早
い

時
期
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

★
繰
越
明
許
費
の
繰
越
理
由
や

事
業
の
完
成
時
期
に
関
し
て

の
説
明
内
容
を
充
実
す
べ
き

で
あ
る
。

「
福
知
山
市
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
策
定
事
業
に
つ
い

て
」

★
周
辺
部
、
過
疎
地
な
ど
公
共

交
通
空
白
地
域
へ
の
温
か
い

対
応
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
バ
ス
が
運
行
さ
れ

て
も
バ
ス
停
留
所
ま
で
行
け

な
い
方
の
た
め
に
運
行
に
関

し
て
の
温
か
い
手
立
て
が
必

要
で
あ
る
。

★
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
は
、
所
管
の
市
民

地
域
委
員
会
で
も
閉
会
中
の

調
査
研
究
に
位
置
付
け
、
政

策
提
案
に
向
け
て
議
論
す
る

べ
き
で
あ
る
。

「
職
員
の
適
正
業
務
と
適
正
配

置
に
つ
い
て
」

★
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
よ
う
な
職
員
配
置
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

★
公
助
、
自
助
の
観
点
で
地
域

協
議
会
を
含
め
、
第
６
次
行

革
に
基
づ
き
工
夫
し
な
が
ら

進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

★
管
理
職
が
業
務
を
し
っ
か
り

把
握
し
、
ス
リ
ム
化
を
図
る

こ
と
が
行
政
に
必
要
で
あ
る
。

「
農
山
村
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

事
業
に
つ
い
て
」

★
空
家
対
策
事
業
の
所
管
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
一
元

化
し
て
全
市
的
な
視
野
で
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

★
縦
割
り
行
政
が
課
題
だ
。
移

住
定
住
の
担
当
部
署
で
集
中

し
て
対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
。

公
立
大
学
も
開
学
す
る
。
空

家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て

利
用
す
る
な
ど
の
工
夫
が
大

切
で
あ
る
。
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平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 
-100

-50

0

50

100
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200

250

300
（百万円） 

32年度以降 
黒字に転換予定 目標定員 

赤字補填のための 
運営交付金 

全市的な取り組みが求められる
「空き家情報バンク」事業

6年間の公立大学定員と経常経費の収支差額
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討　　論 

決　　議 

　　 
荒　川　浩　司 

　議第８０号・議第１３２号・議第１５２号の、大呂自然休養村センター
の指定管理料は、初年度から約１０００万円の赤字が見込まれる。議
第１３２号・議第１３７号・議第１３８号、一般職員「人件費増額補正」
について、本市の厳しい財政状況下で公務員の給与が高く、市民
は低く市民の理解は得にくい。介護や福祉の人件費に充てるべき。 
 
　　

吉　見　茂　久 
　合併後１０年が経過し、地方交付税の段階的縮減期に入る初年度
は限られた予算。また、義務的経費の増加傾向という課題がありなが
らも事業の選択と集中により財源の有効活用を図り、健全財政の堅持
に努めた予算編成である。将来、本市の人口減少に歯止めを掛ける
ため、必要な施策が時期を逸することなく予算化され、高く評価する。 
 
 

桐　村　一　彦 
　平成２５年・平成２６年と、連続した大きな災害を経験し、その復旧
復興に注力している状況の中、福知山市民の安全安心な未来のた
め、熟慮を重ねられた予算であると考える。市民生活を守る事業を
成功させ、「夢のある、魅力あるまちづくり、ふるさとづくり」に市民も行
政も議会も、知恵と力を出していかなければならない。 
 

 
塩　見　　　聡 

　福知山公立大学やe-ふくちやま民営化などの支出や地方交付税
の合併特例加算縮減期に入り、来年度予算は基金を取崩す厳しい
財政状況。その中で少子超高齢化社会へ対応すべく福祉の充実
を図っていかなければならない。このような状況において議員の期
末手当を上げることについては、市民の理解が得られる状況になく、
反対である。 

　 
吉　見　純　男 

　合併１０年を経過した今日、自治基本条例を策定することなしに、
総合計画を策定することは、市民協働のまちづくりに反するもので賛
同できない。また、周辺部の衰退に対する経済対策が不十分。同和
問題が人権施策の中心となっているが、憲法にある「基本的人権」
を尊重する施策展開を図り、広い視野に立った人権施策が必要だ。 

 
荒　川　浩　司 

　今回の計画について一定評価し総体的に賛成する。ただ、この
計画を成功させるために、まず計画全般に「人・物・金」を動かす組
織論の導入が弱いように感じる。そして市民協働の推進では、住民
目線を重視した政策で信頼を得ることが必要と考える。最後に人口
減少対策では、次世代を担う方 に々さらに夢の持てる計画となること
を期待する。 

井　上　　　修 
　今回の「未来創造福知山」は、総合的に経営の視点に立った上で、
限りある経営資源の中で、将来にわたり安定し持続可能な財政基
盤を確立し、行財政運営をすることが、大局的に見れば、市民福祉
の向上や、市民生活を守ることに繋がると考える。 
　市民の意向を的確に把握し、市民のための政策・施策を迅速に
実施し、多様性あふれる高次機能都市、市民満足度向上の実現が
できることを期待し賛成の討論とする。 
 
 

金　澤　　　徹 
　全７５議案の内、９議案に反対。当初予算は部落解放団体への
補助金継続や６事業（高齢者医療保険軽減対策補助金など）の中
止で住民福祉衰退、市民に冷たい予算。補正と指定管理者の指
定は大呂自然休養村の管理にあたり、指定管理者指定と債務負担
行為の議決がない中で当初予算に記載し、法令遵守を逸脱。国保
関係は賦課限度額の引き上げ、後期高齢者医療は負担増で反対。 

福知山公立大学の将来にわたる安定した運営を求める決議
　公立大学法人福知山公立大学（以下、「公立大学」という。）は、
北近畿地域唯一の公立大学として、地域活性化、人材育成の拠
点としての使命を背負い、平成２８年４月に開学する。 
 　福知山市議会としては、公立大学が将来にわたって持続可能
な運営を図り、いつまでも市民に愛され続けるとともに、この地域の
若い世代の目標や誇りとなる存在となることを切に願うものである。 
 　福知山市は、「教育のまち福知山『学びの拠点』基本構想」を
はじめとする各種計画に位置づけられた大学を活用した地方創
生の実現を図るとともに、設立団体として、公立大学に対する必要
な支援と適切な指導、助言を行う責務がある。 
 　こうしたことを鑑み、福知山市においては、公立大学の運営に
あたり、大学自治を尊重しつつ、公立大学と常に危機感と連帯感
を共有し、右記の項目について、真摯に取り組まれることを強く求
める。 

１　教学について 
（１）常に開学理念に基づいたカリキュラムの充実を図り、学生に実りある授業とな
るよう公立大学を支援すること。（２）教員の研究環境を整備し、その質的向上に
ついても不断の努力を行うよう公立大学に求めること。 
２　大学運営について 
 　学生の教育の場であることはもとより、生涯学習の場として市民が積極的に大
学と関わる「学びの拠点」となるよう公立大学とともに取り組むこと。 
３　学生募集について 
（１）毎年の定員を充足でき得る志願者確保のために、広報活動や高校訪問など
に公立大学とともに全力で取り組むこと。（２）公立大学と一致協力して、目標であ
る２００人定員の早期実現を図ること。 
４　財政運営について 
（１）学生定員の充足による収入の確保と、積極的な国や民間企業等からの外部
資金の獲得を公立大学に求めること。（２）中期計画との乖離が生じた場合は、抜
本的な改革を行うよう公立大学に求め、地方交付税の動向を常に注視しつつ、
安易な公費投入は厳に慎むこと。 
５　情報公開について 
 　市議会ならびに市民に対して、大学の運営状況を、速やかに積極的に情報公
開すること。 
　以上、決議する。 
　　　平成２８年３月２９日 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福　知　山　市　議　会 

反　対 反　対

反　対 反　対

賛　成

賛　成

賛　成

賛　成

議第６８号 議第８０号・１３２号・１３７号・１３８号・１５２号

議第８０号から議第１３０号

議第８０号から議第１５５号（議第１３１号を除く）

市会発議第１号議第８０号・８１号・９４号・１００号・１０７号・１１７号・１３０号・１３２号・１５２号 

3 月定例会・4 月臨時会の議決結果について
■全員賛成で可決となった議案

平成２８年度福知山市一般会計予算議第８２号

平成２８年度福知山市と畜場費特別会計予算議第８３号

平成２８年度福知山市簡易水道事業特別会計予算議第８４号

平成２８年度福知山市宅地造成事業特別会計予算議第８５号

平成２８年度福知山市休日急患診療所費特別会計予算議第８６号

平成２８年度福知山市公設地方卸売市場事業特別会計予算議第８７号

平成２８年度福知山市農業集落排水施設事業特別会計予算議第８８号

平成２８年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事業特別会計予算議第８９号

平成２８年度福知山都市計画事業福知山駅周辺土地区画整理事業特別会計予算議第９０号

平成２８年度福知山市介護保険事業特別会計予算議第９１号

平成２８年度大江都市計画事業河守土地区画整理事業特別会計予算議第９２号

平成２８年度福知山市下夜久野地区財産区管理会特別会計予算議第９３号
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平成２８年度福知山市地域情報通信ネットワーク事業特別会計予算議第９５号

平成２８年度福知山市水道事業会計予算議第９６号

平成２８年度福知山市下水道事業会計予算議第９７号

平成２８年度福知山市病院事業会計予算議第９８号

福知山市職員の退職管理に関する条例の制定議第９９号

福知山市公共施設等総合管理基金条例の制定議第１０１号

福知山市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定議第１０２号

福知山市情報公開条例の一部を改正する条例の制定議第１０３号

福知山市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定議第１０４号

福知山市職員定数条例の一部を改正する条例の制定議第１０５号

福知山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部
を改正する条例の制定議第１０６号

福知山市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等
に関する条例の一部を改正する条例の制定議第１０８号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定議第１０９号

福知山市一般職の任期付職員の採用並びに勤務時間及び給
与等に関する条例の一部を改正する条例の制定議第１１０号

福知山市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定議第１１１号

福知山市手数料条例の一部を改正する条例の制定議第１１２号

福知山市防災会議条例の一部を改正する等の条例の制定議第１１３号

福知山市消防団員等公務災害等補償条例の一部を改正する条例の制定議第１１４号

福知山市火災予防条例の一部を改正する条例の制定議第１１５号

福知山市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定議第１１６号

福知山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定議第１１８号

福知山市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

議第１１９号

福知山市教育集会所条例の一部を改正する条例の制定議第１２０号

福知山市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条
例の一部を改正する条例の制定議第１２１号

福知山市簡易水道設置条例の一部を改正する条例の制定議第１２２号

財政調整基金の繰入れ議第１２３号

財産の無償譲渡議第１２４号

財産の無償譲渡議第１２５号

辺地総合整備計画の変更議第１２６号

過疎地域自立促進市町村計画の策定議第１２７号

公立大学法人福知山公立大学中期目標の策定議第１２８号

福知山市地域公共交通網形成計画の策定議第１２９号

平成２７年度福知山市一般会計補正予算（第５号）議第１３１号

平成２７年度福知山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）議第１３３号

平成２７年度福知山市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）議第１３４号

平成２７年度福知山市農業集落排水施設事業特別会計補正予算（第２号）議第１３５号

福知山市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改
正する条例の制定議第１３６号

福知山市旅費支給条例の一部を改正する条例の制定議第１３９号

福知山市退職手当支給条例の一部を改正する条例の制定議第１４０号

福知山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例の制定議第１４１号

福知山市病院事業管理者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定議第１４２号

福知山市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定議第１４３号

福知山市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例の制定議第１４４号

福知山市三和町郷土資料館条例を廃止する条例の制定議第１４５号

福知山市営住宅条例の一部を改正する条例の制定議第１４６号

福知山市大江町小規模農家支援センター条例を廃止する条例の制定議第１４７号

工事請負契約の締結議第１４８号

工事請負契約の変更議第１４９号

財産の無償譲渡議第１５０号

過疎地域自立促進市町村計画の変更議第１５１号

損害賠償の額議第１５３号

市道の認定及び廃止並びに路線変更議第１５４号

専決処分の承認議第１５５号

教育委員の任命　（和田大顕さん）議第１５６号

人権擁護委員の候補者の推薦　（由里　子さん）議第１５７号

人権擁護委員の候補者の推薦　（松下眞二さん）議第１５８号

人権擁護委員の候補者の推薦　（井上雅道さん）議第１５９号

福知山公立大学の将来にわたる安定した運営を求める決議市会発議第２号

公立大学法人福知山公立大学が徴収する料金の上限について議第１号（臨）

専決処分の承認について議第２号（臨）

専決処分の承認について議第３号（臨）

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　－：棄権
※田中法男議員（福知山未来の会）は、議長職のため表決に加わっていません。

■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）
蒼
士
会

福知山 
きずなの会

地域政
党ふく
ちやま
議員団

希望の会福知山 
未来の会

福知山
市議会
公明党

日本共産党
市会議員団

議　

決　

結　

果

会派別議員名
（議決結果）

議　　　案

�
橋　

正
樹

野
田　

勝
康

井
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修

柴
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実
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戸　

正
隆
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郎
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二
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一
彦

中
嶋　
　

守

竹
本　

和
也

芦
田　

眞
弘

森
下　

賢
司

吉
見　

茂
久

大
谷　

洋
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足
立　

伸
一

金
澤　
　

徹

紀
氏
百
合
子

大
槻
富
美
子

吉
見　

純
男

塩
見
卯
太
郎

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××

可　
　
　

決

「未来創造　福知山」の策定議第１６８号

○○○○○○××○○○○○○○○○○○○×××××平成２８年度福知山市一般会計予算議第１８０号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××平成２８年度福知山市国民健康保険事業特別会計予算議第１８１号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××平成２８年度福知山市後期高齢者医療事業特別会計予算議第１９４号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××福知山市職員の降給に関する条例の制定議第１００号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××福知山市職員の分限に関する条例の一部を改正する条
例の制定議第１０７号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××福知山市国民健康保険条例の一部を改正する条例の
制定議第１１７号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××福知山市人権施策推進計画の改定議第１３０号

○○○○○○××○○○○○○○○○○○○×××××平成２７年度福知山市一般会計補正予算（第６号）議第１３２号

○○○○○○××○○○○○○○○○○○○○○○○○福知山市長、副市長、教育長及び上下水道事業管理者
の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定議第１３７号

○○○○○○××○○○○○○○○○○○○○○○○○福知山市一般職職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定議第１３８号

○○○○○○××○○○○○○○○○○○○×××××公の施設に係る指定管理者の指定議第１５２号

○○○○○○××○○○○○○○○○○○○○○○○○福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例の制定

市会発議
第１号
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各
会
派
を
代
表
し
て
7
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

3
月
定
例
会
 

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
 

各
会
派
を
代
表
し
て
7
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

代
表
質
問

代
表
質
問
 

代
表
質
問

代
表
質
問
 

代
表
質
問
 ●質問議員● 

※所属会派は4月末現在 ※所属会派は4月末現在 

※
こ
の
代
表
質
問
の
掲
載
内
容
は
、
質
問
内
容
を
も
と
に
各
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。 

　

北
陸
新
幹
線
整
備

　

計
画
に
つ
い
て

問　

京
都
北
部
ル
ー
ト
誘
致
に

向
け
て
の
市
長
の
思
い
は
。

答　

全
国
の
新
幹
線
と
同
様
に

国
土
軸
を
形
成
す
る
上
で
、
非

常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
投

資
費
用
は
多
額
に
な
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
事
例
で
は
、
並
行

す
る
在
来
線
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営

分
離
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
地

元
の
第
３
セ
ク
タ
ー
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
、
本
市
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
だ
。
北
陸
新
幹
線

の
誘
致
問
題
は
北
部
地
域
の
連

携
都
市
協
議
会
の
中
で
提
起
さ

れ
、
本
市
と
し
て
は
、
並
行
在

来
線
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る

が
、
建
設
費
負
担
の
問
題
な
ど

も
含
め
北
部
地
域
全
体
で
議
論

し
、
考
え
を
共
有
し
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
５

市
２
町
の
中
で
は
少
数
意
見
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
幹
線
整

備
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、
専
門
知
見
を
有
す
る
国

に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
ル
ー
ト
、

建
設
費
、
整
備
効
果
な
ど
の
調

査
が
今
後
の
決
定
の
基
礎
と
な

る
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

し
っ
か
り
と
意
見
を
言
っ
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）

　

　

新
教
育
委
員
会
制
度

　

の
課
題
に
つ
い
て

問　

教
育
委
員
は
、
定
年
退
職

さ
れ
た
方
や
教
職
経
験
者
の
委

員
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
委

員
の
構
成
に
つ
い
て
職
業
な
ど

に
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮

す
る
と
の
規
定
が
改
正
法
で
も

維
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
住

民
の
意
向
が
教
育
行
政
に
反
映

さ
れ
る
よ
う「
※

レ
イ
マ
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
の
考
え
方
は
生
か

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
で
は
従
来
か
ら
い
ろ

ん
な
職
域
い
ろ
ん
な
分
野
か
ら
、

委
員
を
任
命
し
て
い
る
。
保
護

者
や
、
住
民
の
意
向
が
教
育
委

員
会
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
今

後
も
教
育
に
関
心
が
あ
る
ふ
さ

わ
し
い
人
材
を
任
命
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。（
市
長
）

問　

改
正
法
の
中
で
、
新
教
育

長
の
担
う
重
要
な
職
責
に
鑑
み
、

新
教
育
長
の
資
質
・
能
力
を
十

分
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
候
補
者
が
所
信
表
明
を

行
っ
た
上
で
質
疑
を
行
う
な
ど
、

丁
寧
な
手
続
き
を
経
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

他
市
の
議
会
手
続
き
を
見

る
と
、
新
教
育
長
候
補
の
所
信

表
明
と
質
疑
を
実
施
し
た
の
は

　

団
体
。
所
信
表
明
の
み
が　

２３

６６

団
体
、
首
長
へ
の
質
疑
の
み
が

１
１
２
団
体
と
聞
い
て
い
る
。

一
方
、
１
５
３
団
体
は
従
来
通

り
の
採
決
の
み
で
あ
っ
た
。
全

国
的
に
半
数
以
上
が
何
ら
か
の

方
法
を
と
っ
て
い
る
。
本
市
と

し
て
も
任
命
手
続
き
に
つ
い
て

は
検
討
課
題
と
し
た
い
。（市

長
）

北陸新幹線

希望の会

高宮　辰郎  議員

※レイマンコントロール
　政治や行政の一部を一般市民に委ねる方法
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職
員
の
人
数
配
置
と

　

支
給
額
は

問　

平
成　

年
当
初
予
算
に
お

２７

け
る
病
院
・
消
防
・
上
下
水
道

を
除
い
た
職
員
の
人
数
と
総
額

予
算
及
び
時
給
は
。

答　

正
職
員
７
５
３
名
で　

億
６３

４
３
８
９
万
円
、
時
給
２
６
５

６
円
。
嘱
託
職
員
２
７
５
名
で

７
億
１
0
６
８
万
円
、
時
給
１

２
８
１
円
。
臨
時
職
員
４
６
６

名
で
６
億
５
９
８
１
万
円
、
時

給
８
８
０
円
。

　

職
員
の
平
均
超
過
勤

　

務
時
間
と
支
給
額
は

問　

病
院
・
消
防
・
上
下
水
道

を
除
く
超
過
勤
務
者
の
人
数
と

総
時
間
及
び
総
支
給
額
は
。
ま

た
、
一
人
当
り
の
月
の
平
均
時

間
と
平
均
支
給
額
は
い
く
ら
か
。

答　

超
過
勤
務
者
は
４
２
７
名

で
総
時
間
７
万
７
８
８
５
時
間
、

総
支
給
額
は
約
２
億
１
６
６
５

万
円
。
一
人
当
り
超
過
勤
務
時

間
は
月
平
均　

時
間
で
平
均
支

２０

給
額
は
５
万
２
５
０
０
円
。

　

超
過
勤
務
に
よ
る

　

過
労
死
は
大
丈
夫
か

問　

本
市
の
平
成　

年
度
で
、

２７

過
労
死
基
準
と
な
っ
て
い
る
６

カ
月
平
均
で
超
過
勤
務　

時
間

８０

を
超
え
て
い
る
職
員
は
何
名
か
。

ま
た
健
康
状
態
は
ど
う
か
。

答　
　

時
間
越
え
は
３
人
で
、

８０

災
害
復
旧
や
選
挙
対
応
な
ど
。

健
康
面
で
の
問
題
報
告
は
な
い
。

　

今
後
の
職
員
の
適
正

　

配
置
の
考
え
方
は

問　

年
々
複
雑
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に

行
政
業
務
は
増
え
る
一
方
で
あ

る
。
現
状
の
や
り
方
で
は
職
員

の
削
減
を
行
う
と
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
が
予
想
さ
れ
、
職
員

を
増
や
す
と
財
政
面
で
の
負
担

は
避
け
ら
れ
ず
改
革
に
は
な
ら

な
い
。
今
ま
で
の
よ
う
な
正
職

員
、
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
だ

け
で
は
対
応
は
難
し
い
と
考
え

る
が
、
今
後
の
考
え
方
は
。

答　

第
６
次
行
政
改
革
で
は
平

成　

年
度
か
ら
５
年
間
で　

名

２８

１５

の
職
員
の
削
減
を
計
画
し
て
い

る
。
一
方
複
雑
多
様
化
す
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
マ
ン

パ
ワ
ー
の
確
保
も
求
め
ら
れ
て

お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
ず
に
新
た
な
行
政
課
題
に

も
的
確
に
対
応
を
行
う
た
め
、

職
員
数
の
画
一
的
な
削
減
に
は

慎
重
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
正
職
員
を
中
心
と
し
、

嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
と
適
切

な
業
務
分
担
を
図
り
な
が
ら
業

務
課
題
に
対
応
し
て
い
く
と
と

も
に
、
業
務
の
見
直
し
も
進
め

事
務
の
民
間
委
託
も
選
択
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）

　

市
長
の
２
期
８
年
間

　

の
総
括
と
将
来
展
望

　

に
つ
い
て

問　

２
期
８
年
の
総
括
は
。

答　

１
期
目
で
は
、「
生
活
を
重

視
す
る
福
知
山
」、「
小
さ
な
役

所
で
高
い
サ
ー
ビ
ス
」、「
賑
わ

い
の
あ
る
快
適
な
福
知
山
」
の

３
つ
の
基
本
方
針
の
も
と　

項
３６

目
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ

実
行
し
て
き
た
。
２
期
目
で
は
、

「
市
民
を
ど
真
ん
中
に
、
市
民

と
と
も
に
歩
む
市
政
の
実
現
〜

人
に
い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
子
育

て
・
環
境
都
市
を
め
ざ
す
〜
」

の
も
と
に
５
つ
の
基
本
政
策
で
、

　

の
施
策
を
掲
げ
た
。
そ
の
う

５６ち　

件
は
す
で
に
達
成
済
み
、

４３
９
件
は
計
画
通
り
進
捗
中
で
、

４
件
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
概
ね
達
成
で
き

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

平
成　

年
度
施
政
方
針
の

２８

継
続
性
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答　

国
は
、「
人
口
減
少
克
服
・

地
方
創
生
」
と
い
う
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
市
で
は
、

さ
ら
に
「
安
心
」
を
地
方
創
生

の
柱
に
加
え
、
災
害
な
ど
の
脅

威
か
ら
生
命
や
財
産
、
生
活
基

盤
を
守
り
、
「
安
心
」
の
上
に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創

生
」
が
成
り
立
つ
こ
と
を
基
本

に
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
高
次

機
能
都
市
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
、「
市
民
と
共
に
創
り
上
げ
る

災
害
に
強
い
安
心
・
安
全
の
地

域
づ
く
り
」、「
新
た
な
公
立
大

学
の
設
置
に
よ
る
学
び
の
拠
点

構
想
の
実
現
」、「
安
心
し
て
子

ど
も
が
育
て
ら
れ
る
環
境
整

備
」
、「
移
住
・
定
住
の
促
進
」

な
ど
の
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
、
本
当
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
地
域
社
会
を

創
っ
て
い
き
た
い
。     
（
市
長
）

　

福
知
山
公
立
大
学
を

　

核
と
し
た
地
域
ビ
ジ

　

ョ
ン
に
つ
い
て

問　

キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
と
公
共

施
設
の
活
用
は
。

答　

当
面
は
学
校
法
人
成
美
学

園
と
体
育
館
や
駐
車
場
な
ど
を

共
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
早

期
に
定
員
拡
大
を
見
据
え
た
施

設
計
画
も
検
討
す
る
。
ま
た
、

公
共
施
設
の
有
効
活
用
も
想
定

す
る
中
で
、
学
生
や
教
職
員
住

宅
に
つ
い
て
は
、
市
の
施
設
だ

け
で
は
な
く
民
間
企
業
へ
の
協

力
も
呼
び
か
け
て
い
く
。

問　

学
生
な
ど
の
公
共
交
通
利

用
対
策
と
周
辺
整
備
は
。

答　

学
生
が
増
え
れ
ば
、
公
共

交
通
に
も
波
及
効
果
が
及
ぶ
と

考
え
て
い
る
。
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
バ
ス
の
乗
り
入
れ
な

ど
協
議
し
て
い
く
。
将
来
的
に

は
大
学
付
近
に
新
駅
の
設
置
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら

に
は
、
周
辺
の
市
道
の
改
良
も

課
題
で
あ
る
。
変
化
を
確
認
し
、

大
学
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
整
備

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

（
市
長
）

福知山きずなの会

奥藤　　晃  議員

地域政党ふくちやま議員団

荒川　浩司  議員

（円、時間）

時間単価※３
超過勤務手当
（平均）※３ 

超過勤務時間
（平均）※３

月額給与
（平均）※１，２

総支給額※１人数

２,６５６５２,４７６２０３６３,３８６６３億４,７８９万円７５３正規職員

１,２８１１７３,９８２７億１,０６８万円２７５嘱託職員

８８０１３８,６００６億５,９８１万円４６６臨時職員

７７億０,５３８万円１,４９４計

※１　平成 27年度一般会計・特別会計の当初予算ベースで算定 
※２　正規職員の月額給与には、職員手当（超勤除く）と期末勤勉手当年間支給月数
　　　（４．１月分）を含みます。
※３　超過勤務は、平成 27年 4月から 12 月までの実績で算定４月に開学した福知山公立大学



13

　

市
が
目
指
す
コ
ン
パ

　

ク
ト
シ
テ
ィ
と
は

問　

未
来
創
造
福
知
山
で
イ
メ

ー
ジ
す
る
都
市
の
具
体
像
と
は
。

答　

周
辺
地
域
に
お
い
て
は
日

常
生
活
圏
を
小
さ
な
拠
点
に
ま

と
め
、
中
心
市
街
地
で
は
、
病

院
・
官
公
庁
・
商
業
施
設
な
ど
を

高
次
機
能
都
市
と
し
て
集
約
す

る
２
層
構
造
を
目
指
し
て
い
る
。

問　

小
さ
な
拠
点
の
背
後
に
は

多
く
の
過
疎
地
が
あ
る
。
誘
導

し
て
居
住
地
集
約
を
図
る
の
か
。

答　

周
辺
部
な
ど
で
小
さ
な
拠

点
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
結
ん
で

中
心
市
街
地
に
つ
な
げ
、
ま
ち

を
形
成
し
て
い
く
考
え
だ
。

問　

中
心
市
街
地
は
、
ま
す
ま

す
空
洞
化
し
て
い
る
が
、
以
前

の
よ
う
な
人
口
と
賑
わ
い
の
回

復
は
期
待
で
き
る
の
か
。

答　

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
た
と
え
ば
広
小
路
の

店
舗
外
装
の
整
備
な
ど
で
賑
わ

い
を
創
出
し
、
空
洞
化
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　

補
助
金
頼
み
の
施
策

　

で
は
な
く

　

発
想
の
転
換
を

問　

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
展
開

さ
れ
て
き
た
が
、
中
心
市
街
地

衰
退
化
の
歯
止
め
に
失
敗
し
続

け
て
い
る
。
市
民
の
合
理
的
な

選
択
の
結
果
、
現
在
の
ま
ち
が

あ
る
。
中
心
市
街
地
を
元
へ
戻

す
と
い
う
考
え
方
は
市
民
全
体

の
共
通
認
識
な
の
か
。

答　

元
へ
戻
す
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
新
た
な
立
ち
上
が
り

と
し
て
捉
え
、
国
の
補
助
を
活

用
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。　
　
　
（
市
長
公
室
長
）

　

既
存
バ
ス
路
線
な
ど

　

運
行
見
直
し
が
鍵

問　

小
さ
な
拠
点
と
中
心
市
街

地
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と

し
て
、
バ
ス
交
通
網
整
備
は
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

路
線
バ
ス
の
一
部
に
は
国

庫
補
助
路
線
が
あ
り
、
自
主
運

行
バ
ス
と
重
複
す
る
路
線
に
つ

い
て
は
、
乗
降
制
限
が
あ
る
。

運
行
事
業
者
と
協
議
を
行
い
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
改
善
を

進
め
た
い
。

問　

公
共
交
通
の
増
便
･
路
線

網
の
拡
大
を
望
む
声
が
あ
る
が
、

予
算
は
増
額
さ
れ
る
の
か
。

答　

市
の
財
政
負
担
が
現
状
を

超
え
な
い
範
囲
で
行
う
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
。

　
　
　
（
市
民
人
権
環
境
部
長
）

　

都
市
公
園
に
シ
カ

　

イ
ノ
シ
シ
が
生
息

問　

長
田
野
工
業
団
地
周
辺
の

都
市
公
園
は
、
荒
廃
が
激
し
く
、

倒
木
･
斜
面
崩
落
に
よ
る
遊
歩

道
の
寸
断
な
ど
で
、
有
害
鳥
獣

の
す
み
か
と
な
っ
て
い
る
が
。

答　

管
理
は
指
定
管
理
者
で
行

わ
れ
て
お
り
、
荒
れ
た
部
分
の

整
備
は
基
本
協
定
の
業
務
の
範

囲
か
、
な
ど
の
協
議
が
必
要
に

な
る
。
今
後
、
緊
急
性
の
高
い

公
園
か
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
（
土
木
建
設
部
長
）

　

未
来
創
造
福
知
山
の

　

推
進
に
あ
た
っ
て
合

　

併　

年
の
評
価
を

１０

問　

合
併　

年
で
旧
３
町
は
、

１０

地
域
の
声
が
届
き
に
く
く
、
サ

ー
ビ
ス
も
低
下
し
、
人
口
減
少

も
合
併
前
の
２
倍
に
加
速
し
、

農
業
の
衰
退
も
進
ん
だ
。
行
政

評
価
を
行
い
、
支
所
機
能
を
充

実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

そ
う
し
た
声
に
応
え
て
地

域
協
議
会
を
立
ち
上
げ
諸
施
策

を
進
め
て
い
る
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、

　

い
つ
施
行
す
る
の
か

問　

市
の
最
高
規
範
と
な
る
自

治
基
本
条
例
を
、「
未
来
創
造
福

知
山
」
と
同
時
に
施
行
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

市
民
の
声
や
、
若
者
の
声

な
ど
を
十
分
聞
き
、「
市
民
一

人
ひ
と
り
の
条
例
」
と
な
る
よ

う
醸
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
同
時
施
行
と
は
な
ら
な
い
。 　

暮
ら
し
最
優
先
の

　

市
政
運
営
を

問　

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

は
府
内
の
中
で
遅
れ
て
い
る
。

無
料
化
に
つ
い
て
市
長
の
決
断

を
。

答　

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

は
、
安
易
な
「
コ
ン
ビ
ニ
診
療
」

の
懸
念
も
あ
り
、
現
時
点
で
無

料
化
は
考
え
て
い
な
い
。（市

長
）

問　

幼
稚
園
の
３
歳
児
は
定
員

超
過
だ
が
解
消
の
対
策
は
。

答　

検
討
の
課
題
と
す
る
。

問　

学
校
統
合
で
「
住
民
合
意

が
前
提
」
は
変
わ
り
な
い
か
。

答　

変
わ
り
は
な
い
。

（
教
育
長
、
教
育
部
長
）

　

高
浜
原
発
の
連
続
ト

　

ラ
ブ
ル
と
原
子
力
防

　

災
の
危
機
管
理
体
制

問　

高
浜
原
発
の
重
大
な
連
続

ト
ラ
ブ
ル
と
、
情
報
連
絡
に
つ

い
て
市
長
の
所
見
は
。

答　

安
全
性
へ
の
信
頼
を
著
し

く
損
ね
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

関
電
か
ら
の
情
報
は
、
２
月　
２０

日
冷
却
水
漏
れ
か
ら
１
時
間　
５５

分
後
で
あ
り
、　

日
４
号
機
の

２９

緊
急
停
止
は
本
市
に
は
連
絡
が

な
く
、
関
電
に
万
全
の
取
り
組

み
を
求
め
て
い
く
。（
市
長
）

問　

市
議
団
は
、
福
島
原
発
事

故
か
ら
５
年
た
っ
た
南
相
馬
市
、

登
米
市
を
視
察
し
た
。
原
子
力

防
災
に
特
別
体
制
を
と
っ
て
い

た
が
本
市
の
原
発
防
災
体
制
は
。

答　

原
子
力
災
害
は
特
別
な
災

害
で
あ
り
、
自
然
災
害
以
上
の

リ
ス
ク
が
あ
り
、
よ
り
機
敏
な

対
応
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
（
危
機
管
理
監
）

　

憲
法
９
条
に
つ
い
て

問　

今
年
は
憲
法
が
公
布
さ
れ

て
か
ら　

年
、
憲
法
９
条
を
含

７０

む
条
項
を
公
務
員
は
尊
重
し
擁

護
す
る
義
務
を
負
う
が
、
市
長

の
所
見
は
。

答　

本
市
は
平
和
を
愛
し
戦
争

に
反
対
す
る
立
場
で
あ
り
憲
法

尊
重
は
基
本
で
あ
る
。（
市
長
） 都市公園の荒廃状況

日本共産党福知山市会議員団

塩見卯太郎  議員

蒼士会

�橋　正樹  議員

高浜原発３、４号機

（
市
長
）
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

　

と
・
あ
ん
し
ん
創
生

　

総
合
戦
略
に
つ
い
て

問　

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く

る
戦
略
で
、
公
立
大
学
の
成
功

に
よ
る
人
口
増
の
見
込
み
は
。

答　

学
生
を
受
け
入
れ
、
育
成

し
、
地
域
へ
返
す
循
環
、
ま
た
、

福
知
山
市
へ
の
定
着
を
地
域
連

携
で
行
う
。
人
口
増
は
学
生
、

職
員
な
ど
千
人
を
見
込
ん
で
い

る
。

問　

移
住
定
住
策
は
。

答　

本
庁
内
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

型
窓
口
を
新
設
し
、
一
元
的
な

支
援
を
行
う
。　
  　
　
（
市
長
）

　

廃
棄
物
処
理
行
政
に

　

お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス

　

活
用
に
つ
い
て

問　

市
全
域
か
ら
収
集
さ
れ
て

く
る
廃
棄
物
の
う
ち
、
刈
り
草

な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
策

は
。

答　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
を
見
直
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

中
間
処
理
の
許
可
を
事
業
者
に

与
え
る
よ
う
に
し
た
い
。（
市
長
）

問　

許
可
を
与
え
る
こ
と
で
処

理
体
制
は
ど
う
な
る
か
。　

答　

事
業
者
の
バ
イ
オ
マ
ス
活

用
に
行
政
的
な
位
置
づ
け
を
与

え
、
再
資
源
化
の
仕
組
み
を
共

に
支
え
、
推
進
す
る
こ
と
に
な

る
。　
　
  　
（
環
境
政
策
室
長
）

　

介
護
老
人
保
健
施
設

　

に
つ
い
て

問　

今
後
の
施
設
整
備
の
進
め

方
は
。

答　

人
を
集
め
る
施
設
よ
り
、

拠
点
か
ら
人
が
出
か
け
て
い
く
、

在
宅
を
志
向
し
た
セ
ン
タ
ー
機

能
を
充
実
さ
せ
る
。
過
疎
地
域

の
整
備
の
あ
り
方
は
市
街
地
と

は
自
ず
と
異
な
る
の
で
、
地
域

実
態
を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
。

　
　
（
市
長
・
福
祉
保
健
部
長
）

　

林
業
政
策
に
つ
い
て

問　

木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用

は
。

答　

京
都
府
策
定
の
「
成
長
型

林
業
構
想
」
で
検
討
中
の
、
Ｃ

Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
材
）
大
型
加

工
所
を
福
知
山
市
に
誘
致
し
た

い
。
製
造
過
程
で
出
る
端
材
の

熱
源
利
用
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

も
検
討
に
値
す
る
。　
 
（
市
長
）

　

行
政
と
市
民
の
協
働

　

の
あ
り
方
は

問　

地
域
協
議
会
の
存
立
の
根

拠
と
な
る
自
治
基
本
条
例
の
制

定
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

答　

元
々
、
私
は
公
約
に
も
う

た
っ
て
い
た
。
で
き
れ
ば　

年
２８

度
中
に
制
定
し
た
い
が
、
絵
に

描
い
た
餅
に
な
る
の
を
恐
れ
る
。

拙
速
は
避
け
、民
意
の
高
ま
り

を
見
極
め
た
い
。 （
市
長
）

問　

条
例
制
定
の
前
後
に
関
わ

ら
ず
、
情
報
の
提
供
、
交
換
、

共
有
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答　

情
報
は
重
要
な
も
の
と
し

て
案
で
は
章
立
て
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
も
い
た
だ
い

て
い
る
。
ニ
ー
ズ
や
課
題
、
連

携
、
持
続
的
な
協
議
の
場
を
設

け
て
い
く
。（
市
長
公
室
長
・
地

域
振
興
部
長
）

　

総
合
戦
略
具
現
化
へ

　

の
考
え
方
は

問　
「
福
知
山
市
を
創
生
す
る
」

た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　

「
賑
わ
い
・
し
ご
と
・
ひ

と
」
の
好
循
環
の
確
立
が
「
ま

ち
」
の
活
力
と
市
民
の
「
あ
ん

し
ん
」
し
た
生
活
に
つ
な
が
る
。

問　

「
ひ
と
」
と
「
し
ご
と
」

の
好
循
環
へ
の
施
策
展
開
は
。

答　

各
施
策
を
一
体
的
に
取
り

組
み
、
効
果
の
検
証
と
見
直
し

を
行
う
体
制
を
確
保
す
る
。

問　

そ
の
た
め
の
国
や
府
の
支

援
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

国
に
は
長
期
に
わ
た
る
財

政
支
援
を
、
府
に
は
広
域
的
な

自
治
体
連
携
の
調
整
役
を
望
む
。

問　

総
合
戦
略
の
最
終
到
達
点

の
姿
を
ど
う
描
い
て
い
る
か
。

答　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
て

い
る
人
口
７
万
８
３
０
０
人
の

維
持
だ
。
総
合
戦
略
を
本
市
の

命
運
を
決
す
る
５
年
間
と
捉
え

て
確
た
る
成
果
を
築
き
た
い
。

　
　
　
（
市
長
・
市
長
公
室
長
）

　

京
都
府
北
部
地
域

　

連
携
都
市
圏
構
想

問　

こ
の
都
市
圏
構
想
の
狙
い

と
、
本
市
の
担
う
立
場
は
。

答　

７
市
町
の
水
平
的
連
携
で

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て

圏
域
全
体
の
発
展
を
図
る
。
本

市
は
教
育
分
野
を
牽
引
し
た
い
。

問　

福
知
山
公
立
大
学
の
安
定

的
発
展
の
た
め
に
、
圏
域
内
各

市
町
と
の
連
携
の
考
え
は
。

答　

各
市
町
に
教
員
や
学
生
の

受
け
入
れ
を
求
め
、
圏
域
全
体

で
の
支
援
体
制
を
検
討
し
た
い
。

問　

今
後
の
広
域
連
携
の
展
開

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

府
北
部
の
み
な
ら
ず
兵
庫

県
か
ら
も
多
く
の
人
が
日
常
的

に
流
入
し
て
お
り
、
さ
ら
に
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
　
　
（
市
長
・
市
長
公
室
長
）

　

小
中
一
貫
・
連
携
教

　

育
と
地
域
の
関
わ
り

問　

学
校
教
育
改
革
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
後
期
計
画
５
年
間
で
の

小
中
連
携
強
化
の
見
通
し
は
。

答　

前
期
５
年
間
の
取
り
組
み

を
基
盤
と
し
て
、
さ
ら
に
各
中

学
校
区
の
特
色
を
も
た
せ
た
シ

ー
ム
レ
ス
教
育
を
推
進
す
る
。

問　

各
中
学
校
区
と
同
一
区
域

で
あ
る
地
域
公
民
館
の
活
動
充

実
と
、
学
校
教
育
の
関
わ
り
は
。

答　

心
の
教
育
実
践
活
動
を
各

中
学
校
と
地
域
公
民
館
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
地
域
公

民
館
の
活
動
充
実
を
図
り
た
い
。

問　

地
域
住
民
が
学
校
運
営
に

参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
導
入
促
進
へ
の
考
え
は
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

は
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く

り
に
有
効
で
、
市
内
全
域
に
導

入
促
進
を
図
り
た
い
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
今

後
の
運
営
の
方
向
性
は
。

答　

市
が
直
営
す
る
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。
地
元
運
営
は
各
ク
ラ

ブ
の
実
態
に
合
わ
せ
て
慎
重
に

検
討
し
た
い
。（
教
育
長
・
教
育

部
長
・
教
育
委
員
会
理
事
）

公明党

足立　伸一  議員
福知山未来の会

森下　賢司  議員

CLT（直交集成材）製品見本

市市のの総総力力をを挙挙げげてて地地方方創創生生へへのの取取りり組組みみをを。。
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委
員
会　

２
月　

日（
木
）

１８

　

消
防
行
政
の
現
況
の
説
明
を

受
け
た
後
、
消
防
団
活
動
の
現

状
と
課
題
や
分
団
再
編
、
統
合

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。
ま
た
、
消
防
組
織
体

系
・
庁
舎
お
よ
び
人
員
の
状
況
、

災
害
発
生
状
況
や
本
市
の
消
防

活
動
体
制
な
ど
の
説
明
も
受
け

た
。

　

消
防
団
を
取
り
巻
く
状
況
は

過
疎
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

団
員
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
消
防
力
低
下
の
危
険

性
が
あ
る
た
め
、
再
編
や
統
合

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

平
日
昼
間
の
初
期
消
火
活
動

に
出
動
す
る
機
能
別
消
防
団
の

採
用
に
よ
る
活
性
化
や
、
地
域

に
密
着
し
た
消
防
団
の
災
害
情

報
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
分
団
に
２
名
配
置
さ
れ
て
い

る
情
報
担
当
員
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
。

活
動
日　

２
月　

日（
木
）

１８

　

下
夜
久
野
分
団
の
再
編
に
伴

う
統
合
車
庫
な
ど
を
視
察
し
た
。

　

下
夜
久
野
分
団
は
現
在
、
詰

所
５
カ
所
、
車
両
５
台
の
体
制

で
あ
る
が
、
再
編
後
は
夜
久
野

支
所
市
有
地
に
集
約
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
１
か
所
に
集
約
す

る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

①
団
員
の
招
集
が
し
や
す
く
、

初
動
体
制
の
充
実
が
図
れ
る
。

②
車
両
を
複
数
台
配
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
災
害
時
の
対
応

に
連
携
が
図
れ
る
。

③
支
所
機
能
の
利
用
や
連
携
が

図
れ
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
。

④
分
団
本
部
を
併
せ
た
統
合
で

あ
り
、
拠
点
詰
所
と
し
て
機

能
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
可
能
。

⑤
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
な
が
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

委
員
会　

２
月　

日（
金
）

１２

　

地
元
説
明
会
の
状
況
、
民
間

事
業
者
と
の
基
本
協
定
締
結
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

委
員
会　

１
月　

日（
金
）

２２

　

年
間
活
動
計
画
に
基
づ
き
、

調
査
事
件
と
し
て
「
支
所
管
内

に
関
す
る
事
項
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
昨
年
の
三
和
、
大
江
に

引
き
続
き
、
夜
久
野
地
域
の
管

内
視
察
を
行
っ
た
。
夜
久
野
支

所
長
を
は
じ
め
、
職
員
の
説
明

を
受
け
、
以
下
の
施
設
、
場
所

を
視
察
し
た
。　
　

○
玄
武
岩
公
園

○
漆
の
植
栽
場
所

○
宝
山
公
園

○
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
や
く
の

○
や
く
の
木
と
漆
の
館

　

「
や
く
の
木
と
漆
の
館
」
で

は
千
三
百
年
の
歴
史
を
持
つ
漆

か
き
の
実
演
映
像
を
視
聴
し
、

館
長
の
高
橋
さ
ん
か
ら
漆
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
。
漆
の

木
を
植
栽
し
、
優
れ
た
伝
統
を

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

委
員
会　

１
月　

日（
金
）

２２

　

管
内
視
察
の
後
、
夜
久
野
支

所
に
お
い
て
出
張
委
員
会
を
開

催
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
元
気
出

す
地
域
づ
く
り
」
と
し
、
昨
年

発
足
し
た
夜
久
野
み
ら
い
づ
く

り
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。

　

協
議
会
か
ら
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
用
し
て
設
立
の
経
緯

や
「
夜
久
野
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
詳
細
な
説
明
を
受

け
た
。　
　

　

続
い
て
４
つ
の
部
会
か
ら
状

況
、
課
題
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。
そ
の
あ
と
一
括
交
付
金
、

行
政
と
協
議
会
の
す
み
分
け
、

支
所
と
本
庁
の
関
係
に
つ
い
て
、

メ
ン
バ
ー
と
の
間
で
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

総
務
防
災
委
員
会

総
務
防
災
委
員
会

総
務
防
災
委
員
会

市
民
地
域
委
員
会

市
民
地
域
委
員
会

市
民
地
域
委
員
会

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で

出
張
委
員
会
を
開
催

告

委
員
会
活
動
報

「
ｅ
―
ふ
く
ち
や
ま
事
業
」民
営

化
の
取
り
組
み
状
況
を
調
査

夜
久
野
支
所
管
内
の
視
察

消
防
団
の
再
編
・
統
合
、

消
防
団
の
再
編
・
統
合
、ee
‐
ふ
‐
ふ
く
ち
や
ま
事
業
の

く
ち
や
ま
事
業
の

民
営
化
な
ど
を
調
査

民
営
化
な
ど
を
調
査

夜
久
野
地
域
の
管
内
視
察
の
あ
と
、出
張
委
員
会
を
開
き
、

夜
久
野
地
域
の
管
内
視
察
の
あ
と
、出
張
委
員
会
を
開
き
、

夜
久
野
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
意
見
交
換

夜
久
野
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
意
見
交
換

下
夜
久
野
分
団
の
統
合
車
庫

と
新
詰
所
を
視
察

出
張
委
員
会
を
開
催

やくの木と漆の館

夜久野みらいづくり協議会と意見交換

下夜久野分団新詰所 現場視察下夜久野分団新詰所　現場視察
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手
話
言
語
条
例
制
定
を
目
指
し
て
出
張
委
員
会
を
開
催

手
話
言
語
条
例
制
定
を
目
指
し
て
出
張
委
員
会
を
開
催

聴
覚
障
害
者
・
難
聴
協
会
と
意
見
交
換

聴
覚
障
害
者
・
難
聴
協
会
と
意
見
交
換

委
員
会　

２
月　

日（
金
）

１９

　

聴
覚
障
害
者
協
会
、
難
聴
協

会
、
手
話
サ
ー
ク
ル
、
要
約
筆

記
サ
ー
ク
ル
の
会
員
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

聴
覚
障
害
者
協
会　

聞
こ
え
る

人
も
聞
こ
え
な
い
人
も
暮
ら
し

や
す
い
社
会
と
な
る
よ
う
条
例

制
定
を
願
う
。 

難
聴
協
会　

市
役
所
で
は
筆
談

が
で
き
あ
り
が
た
い
。
支
援
の

た
め
に
条
例
制
定
を
。

　

病
院
で
は
先
生
や
看
護
師
が

マ
ス
ク
を
さ
れ
、
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
推
測
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
。
筆
談
で
の
対
応
を
願

う
。
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

委
員
会　

２
月
４
日（
木
）

　

館
内
見
学
後
、
利
用
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
旧
図

書
館
で
は
１
日
平
均
の
来
館
者

数
は
３
６
１
人
、
貸
出
冊
数
は

９
３
２
点
だ
っ
た
が
、
新
図
書

館
で
は
８
４
３
人
、
１
７
６
８

点
と
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

綾
部
市
や
丹
波
市
な
ど
近
隣
市

町
の
登
録
者
も
増
え
て
い
る
。

委
員
会　
 
１
月　

日（
火
）

２６

　

教
育
委
員
会
か
ら
現
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

・
学
校
の
ト
イ
レ
は
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
早
期
に
改
修
の

必
要
が
あ
る
。（
５
年
計
画
で
実

施
さ
れ
る
予
定
）

・
公
立
幼
稚
園
の
３
才
児
が　
２８

人
オ
ー
バ
ー
し
、
幼
稚
園
へ
の

入
園
希
望
が
か
な
え
ら
れ
な
い

現
状
が
あ
り
、
対
策
が
求
め
ら

れ
る
。

●
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

●
学
校
教
育
改
革
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
後
期
計
画

●
教
育
委
員
会
制
度
の
体
制

●
い
じ
め
、
学
校
で
の
人
権
教

育
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
か
ら
説
明
を
受

け
調
査
を
行
っ
た
。

委
員
会　

２
月　

日（
金
）

１２

　

市
内
の
市
営
住
宅
の
入
居
状

況
・
空
き
状
況
・
修
理
・
修
繕

の
状
況
・
老
朽
化
に
伴
う
対
応

や
建
て
替
え
な
ど
、
課
題
と
対

策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
市
営
住
宅
・

府
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て
現

地
視
察
を
行
っ
た
。

　

現
在
、
利
用
さ
れ
て
い
る
入

居
者
に
対
し
て
、
良
好
な
住
環

境
を
確
保
し
な
が
ら
、
老
朽
化

に
伴
う
建
て
替
え
や
、
施
設
の

統
廃
合
に
よ
る
解
体
な
ど
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を

実
行
し
、
土
地
・
建
物
の
有
効

活
用
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

委
員
会　

２
月　

日（
金
）

１２

　

全
国
的
に
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
空
家
対
策
に
つ
い
て
、

本
市
の
取
り
組
み
状
況
の
説
明

を
受
け
た
。
近
年
、
地
域
の
人

口
減
少
、
既
存
住
宅
の
老
朽
化
、

社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に

伴
い
、
空
家
の
数
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。
管
理
の
不
十
分
な

空
家
が
増
加
す
る
と
、
防
災
・

防
犯
・
衛
生
・
景
観
な
ど
の
面

で
、
地
域
全
体
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
中
、
現
在
、
条
例
の

制
定
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
一
日
も
早
く
条
例

が
制
定
さ
れ
、
行
政
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
空
家
対
策
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

委
員
会　

２
月　

日（
金
）

１９

　

上
下
水
道
に
係
る
「
検
討
委

員
会
」
で
の
検
討
課
題
・
問
題

点
・
委
員
か
ら
の
意
見
な
ど
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

昨
年
、
７
月
に
当
委
員
会
が

立
ち
上
げ
ら
れ
、
数
回
の
委
員

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
関
連

事
案
に
対
す
る
意
見
聴
取
や
経

営
統
合
に
よ
る
料
金
の
改
定
に

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
と
持

続
可
能
な
事
業
継
続
の
た
め
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

教
育
厚
生
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

市
営
住
宅
の
現
状
と
課
題
・
今
後
の
整
備
計
画

市
営
住
宅
の
現
状
と
課
題
・
今
後
の
整
備
計
画

な
ど
を
調
査

な
ど
を
調
査

建
て
替
え
後
や
解
体
予
定
の

建
物
を
視
察

空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
向
け
て

上
下
水
道
事
業
経
営
検
討
委

員
会
の
検
討
状
況
を
調
査

図書館中央館を視察

手
話
言
語
条
例
に
関
し
て

出
張
委
員
会
を
開
催

図
書
館
中
央
館
を
管
内
視
察

学
校
の
ト
イ
レ
改
修
・

幼
稚
園
の
定
員
増
を
調
査

各
計
画
な
ど
の
調
査

解体予定の小谷ヶ丘団地
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活
動
日　

１
月　

日（
月
）、

２５

２
月
８
日（
月
）、　

日（
水
）

２４

　

福
知
山
公
立
大
学
の
開
学
に

向
け
て
の
準
備
の
進
捗
状
況
の

確
認
と
質
疑
を
行
っ
た
。

　

高
校
訪
問
に
つ
い
て
は
目
標

の
千
校
訪
問
を
ほ
ぼ
達
成
し
、

着
々
と
Ｐ
Ｒ
が
進
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
員
及
び
事
務
職
員
も

予
定
人
員
を
確
保
で
き
た
こ
と

の
報
告
を
受
け
た
。

　

入
試
募
集
状
況
は
１
３
４
２

人
の
応
募
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

京
阪
神
の
主
な
Ｊ
Ｒ
駅
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
、
広
報
に
努
め

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
本
委
員
会
の
考
え
方

を
総
括
し
た
政
策
提
言
と
し
て
、

３
月
定
例
会
で
決
議
を
上
程
す

る
旨
を
確
認
し
た
。

　

さ
ら
に
、
開
学
が
近
づ
い
て

き
た
中
で
、
今
後
の
本
委
員
会

の
あ
り
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

検
討
も
行
っ
た
。

活
動
日　

２
月
８
日

　

福
知
山
公
立
大
学
学
長
就
任

予
定
者
の 
井  
口  
和  
起 
氏
、
副
学

い 
ぐ
ち 
か
ず 
き

長
就
任
予
定
者
の 
富  
野  
暉  
一  
郎 

と
み 
の 

き 
い
ち 
ろ
う

氏
、
事
務
局
長
就
任
予
定
者
の

 
山  
本  
裕  
一 
氏
を
お
迎
え
し
て
委

や
ま 
も
と 
ゆ
う 
い
ち

員
会
を
開
催
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

３
名
か
ら
大
学
運
営
に
寄
せ

る
考
え
を
お
聞
き
し
、
そ
の
後
、

質
疑
応
答
や
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

地
域
に
密
着
し
た
形
で
人
材

育
成
を
行
い
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
大
学
と
な
る
よ
う
、

学
長
、
副
学
長
、
事
務
局
長
を

は
じ
め
、
教
職
員
と
学
生
も
一

丸
と
な
っ
て
、
前
へ
進
ん
で
い

き
た
い
。
と
の
、
福
知
山
公
立

大
学
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
お

聞
き
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
大
学
経
営
に
あ
た

ら
れ
る
方
々
と
直
接
意
見
交
換

で
き
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
な
委
員
会
と

な
っ
た
。

活
動
日　

２
月
９
日（
火
）

〜　

日（
水
）

１０

　
「
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
先
進

市
議
会
の
行
政
視
察
を
実
施
し

た
。

① 
栃
木
県
大
田
原
市
議
会

② 
埼
玉
県
飯
能
市
議
会

　

両
市
議
会
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
に
よ
り
、
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
会
議
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
情
報
共
有
と

情
報
発
信
に
活
用
し
、
議
会
運

営
の
効
率
化
や
政
策
立
案
機
能

の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
議

会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
効
果
を
調
査

し
、
議
会
活
動
の
活
性
化
と
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に

つ
な
げ
た
い
。

活
動
日　

３
月　

日（
水
）

３０

　

全
議
員
を
対
象
に
議
会
改
革

の
先
進
事
例
に
学
び
、
本
市
の

議
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
、議
会
改
革
講
演
会（
議

員
研
修
会
）
を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
、
議
会
改
革
の
先

進
市
議
会
で
あ
る
大
津
市
議
会

か
ら
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
議
員

を
招
き
、
議
会
の
政
策
立
案
・

政
策
提
言
機
能
の
強
化
や
大
学

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
な
ど
の

研
修
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
会
議
シ

ス
テ
ム
や
議
場
の
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
、
電
子
採
決
シ
ス
テ
ム
の

導
入
効
果
に
つ
い
て
学
び
、
議

員
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

　

今
後
も
議
員
研
修
を
充
実
さ

せ
、
議
員
力
の
向
上
と
議
会
活

動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

4
年
制
大
学
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

4
年
制
大
学
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

4
年
制
大
学
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

議
会
改
革
検
討
会
議

議
会
改
革
検
討
会
議

議
会
改
革
検
討
会
議

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
調
査
研
究

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
調
査
研
究

議
会
改
革
講
演
会（
議
員
研
修
会
）を
実
施

議
会
改
革
講
演
会（
議
員
研
修
会
）を
実
施

福
知
山
公
立
大
学
の
開
学

に
向
け
て

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

先
進
市
議
会
を
視
察
調
査

議
会
改
革
講
演
会
（
議
員
研

修
会
）を
実
施

委員会で活発な議論が交わされました。

福
知
山
公
立
大
学
の
開
学
に
向
け
た

福
知
山
公
立
大
学
の
開
学
に
向
け
た

準
備
状
況
を
調
査

準
備
状
況
を
調
査

福
知
山
公
立
大
学
の
理
事

就
任
予
定
者
と
直
接
意
見

交
換

栃木県太田原市議会での視察

大津市議会　　橋健二議員
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２
月　

日
に
平
野
町
集
会
所
・

１２

２
月　

日
に
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ

１５

ラ
ザ
で
第
８
回
議
会
報
告
会
「
市

議
会
と
語
ろ
う
！
」
（
意
見
交
換

会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
野
町
集
会
所
は　

名
、
夜
久

６２

野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
は　

名
と
、

２７

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
市
議
会
か
ら
各
常
任
委

員
会
の
活
動
報
告
を
し
た
後
、
意

見
交
換
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
意
見

Q　

市
は
職
員
の
削
減
を
行
っ
て

い
る
が
、
議
員
定
数
の
削
減
は
検

討
さ
れ
な
い
の
か
。

A　

次
期
改
選
に
向
け
て
は
報
酬

等
検
討
委
員
会
で
検
討
を
進
め
る
。

Q　

有
害
鳥
獣
の
生
息
頭
数
な
ど

の
現
状
は
。

A　

正
確
な
頭
数
は
把
握
で
き
て

い
な
い
が
、
増
加
の
傾
向
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
対
策
の
強
化

を
国
・
府
へ
要
望
し
て
い
る
。

Q　

e
‐
ふ
く
ち
や
ま
事
業
の
現

状
は
。
市
街
地
と
周
辺
部
の
情
報

格
差
の
解
消
を
。

A　

今
回
、
民
営
化
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
、
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。

今
後
も
、
少
し
で
も
利
用
者
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
注
視
し
て

い
く
。

意
見　

昨
年
、
夜
久
野
地
域
で
も

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
平
成　

年
度
か
ら
実
際
に

２８

活
動
を
本
格
化
す
る
。
市
民
協
動

の
活
動
と
し
て
議
会
も
後
押
し
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見　

福
知
山
市
も
少
子
・
高
齢

化
で
財
政
が
厳
し
く
な
る
と
思
う
。

税
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

議
会
で
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ほ
し
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
対
応
、
福

知
山
公
立
大
学
、
小
学
校
・
幼
稚

園
の
地
域
課
題
な
ど
、
多
く
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
充
実
し
た
議
会
報
告
会
に
な

り
ま
す
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

﹇
２
月
﹈

３
日　

広
島
県
呉
市
議
会
行
政
視
察
、
京
都

府
市
議
会
議
長
会

４
日　

教
育
厚
生
委
員
会

５
日　

予
算
・
決
算
審
査
委
員
会
代
表
者
会

議

８
日　

各
派
幹
事
会
、
４
年
制
大
学
の
あ
り

方
検
討
特
別
委
員
会　

９
〜　

日　

議
会
改
革
検
討
会
議
行
政
視
察

１０

　

日　

産
業
建
設
委
員
会
、
総
務
防
災
委
員

１２

会
、
議
会
報
告
会

　

日　

議
会
報
告
会　

１５
　

日　

岡
山
県
美
作
市
行
政
視
察
、
議
員
報

１６

酬
等
検
討
委
員
会

　

日　

議
会
改
革
検
討
会
議
、
４
年
制
大
学

１８

の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会
、
市
民

地
域
委
員
会
、
総
務
防
災
委
員
会

　

日　

産
業
建
設
委
員
会
、
教
育
厚
生
委
員

１９

会
、
出
張
委
員
会
、
議
員
報
酬
等
検

討
委
員
会

　

日　

全
議
員
協
議
会
、
委
員
長
会
議
、
各

２２

派
幹
事
会

　

日　

由
良
川
改
修
促
進
特
別
委
員
会
、
議

２３

会
運
営
委
員
会

　

日　

４
年
制
大
学
の
あ
り
方
検
討
特
別
委

２４

員
会
、
行
政
視
察
研
修
報
告
会

　

日　

本
会
議
、
予
算
・
決
算
審
査
委
員
会

２５

代
表
者
会
議

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
、
広
報
広
聴
委
員

２６

会

　

日　

本
会
議
、
予
算
審
査
委
員
会

２９﹇
３
月
﹈

４
日　

本
会
議

７
日　

本
会
議
、
予
算
・
決
算
審
査
委
員
会

代
表
者
会
議

８
日　

予
算
審
査
委
員
会

９
日　

予
算
審
査
委
員
会

　

日　

予
算
審
査
委
員
会

１０
　

日　

予
算
審
査
委
員
会

１１
　

日　

議
会
改
革
検
討
会
議

１４
　

日　

由
良
川
改
修
促
進
特
別
委
員
会

１５
　

日　

予
算
審
査
委
員
会

１６
　

日　

予
算
審
査
委
員
会

１７
　

日　

各
所
管
別
委
員
会
、
４
年
制
大
学
の

１８

あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

　

日　

予
算
審
査
委
員
会
、
各
派
幹
事
会
、

２２

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

予
算
審
査
委
員
会

２４
　

日　

本
会
議
、
全
議
員
協
議
会
、
議
会
運

２９

営
委
員
会

　

日　

議
会
改
革
講
演
会

３０﹇
４
月
﹈

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

広
報
広
聴
委
員
会

６
日　

臨
時
会
、
総
務
防
災
委
員
会
、
４
年

制
大
学
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
、
議

会
運
営
委
員
会

８
日　

各
派
幹
事
会

　

日　

広
報
広
聴
委
員
会
、
予
算
決
算
審
査

１２

委
員
会
代
表
者
会
議
、
市
民
地
域
委

員
会
、
教
育
厚
生
委
員
会

　

日　

議
会
改
革
検
討
会
議

１４
　

日　

議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会

２０
　

日　

総
務
防
災
委
員
会

２２
　

日　

予
算
審
査
委
員
会
、
委
員
長
会
議

２６
　

日　

議
会
改
革
検
討
会
議

２８

２
月
〜
４
月
 

議
会
日
誌

議
会
日
誌 

議
会
日
誌

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 

　

市
議
会
で
は
、
全
議
員
が
参

加
し
、
市
民
や
市
職
員
を
対
象

に
、
７
会
派
１
委
員
会
の
行
政

視
察
研
修
の
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
情
報
公
開
を

進
め
、
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
行

政
視
察
の
成
果
を
市
政
へ
の
反

映
や
政
策
提
言
な
ど
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
的
に
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

2
月　

日
に
各
会
派
な

24

ど
の
「
行
政
視
察
研
修

報
告
会
」
を
実
施

第8回 「議会報告会」 
　  　（意見交換会）を開催 

　

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
行
政
視
察
の
報
告
書
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
報
告
会
の
様
子

は
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
委
員
会
等
の
録
画
配
信
」

か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。

議会だよりが、スマートフォン・
タブレットでもご覧いただける
ようになりました。

検索ｉ広報紙 

　６月定例会の日程は、５月２７
日

開催（予定）の議会運営委員会で
決

定します。
�詳しくは、決定後、市議会ホー

ム

ページ、自治会（組回覧）文書など
で

お知らせします。
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平成27年度政務活動費の各会派収支報告
　議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、会派に対し議員1人あたり年額１６万５千円

（改選のため１１カ月分）を上限に政務活動費として交付を受けています。政務活動費は、先進地への行政

視察や研修への参加、資料作成の経費として使用しています。
（単位：円）

主　　　な　　　内　　　容交付額
（交付限度額）

会派名
所属議員

（１）主な政策研究テーマ 
・公立・大学のあり方　　・福知山市も高浜原発から３０KmのUPZ圏にあり、現地の調査
・公共施設マネジメント　　・人口減少に伴う地方財政の変貌　
・介護保険制度が平成２９年度から大きく変わるための研究　　・地方財政の変貌
（２）成果と課題 
・公立大学は、市財政の将来に大きな影響があり、市民のアンケートを実施。５００件超える声が寄せられ、９０％近い
人は、市財政に影響があるとして反対の声。　その結果を議員団通信で広報した。
・高浜原発再稼働の直後の事故の連絡遅延に対し本市の危機管理について質した。 
・介護保険制度、公共施設マネジメント、人口減少が進む旧３町地域で懇談会を行い、地域協議会の実態調査を行った。

825,000）
（825,000）

日本共産党 
市会議員団 

塩見卯太郎
吉見　純男
大槻富美子
紀氏百合子
金澤　　徹

（１）主な政策研究テーマ
・議会ＩＣＴ　　・バイオマス発電　　・住民自治協議会
・議員が提案する政策条例のポイント 
（２）成果と課題 
・ペーパーレス議会による費用対効果が表れている。現在、議会改革検討会議でも調査・研究を実施。
・民間への支援のあり方、情報の集積、専門性を持った職員の育成が必要。
・行政と協議会の役割分担など位置付け、権限について明確化が必要。
・住民の声を条例という形で反映させていくため、今後、議員の政策立案能力を高める。　

495,000）
（495,000）

福知山
市議会
公明党

足立　伸一
大谷　洋介
吉見　茂久

（１）主な政策研究テーマ 
行政視察 
　・男女共同参画社会（袋井市）　・健康寿命延伸都市（松本市）
　・第６次産業（ハッピーロード大山商店街振興組合）
セミナー研修 
　・市町村議会議員特別セミナー（３回）　　全国国際文化研修所にて（大津市）
　・平成２７年度トップマネジメントセミナー　全国国際文化研修所にて（大津市）
（２）成果と課題 
・「男女共同参画」を市民協働として捉え、庁内全体で取り組むべきとして総務部で所管していることが印象的。
　講座の工夫や県や企業との連携が活発であった。
・健康長寿の取り組みは福祉部局のみならず庁内全体の取り組みとなっており、市民の意識も相当高い。
・大山商店街への出店は、都心部への販路拡大に繋がる重要な取り組みであり、今後も期待が持てる。
　行政視察やセミナーから学んだことを福知山市政に提言をしていく。

527,928）
（825,000）

福知山
未来の会

森下　賢司
田中　法男
芦田　眞弘
竹本　和也
中嶋　　守

（１）主な政策研究テーマ 
・公立大学設立事業について　　　・定住自立圏構想について
・地域振興対策について　　　　　・公共施設マネジメントについて
・教育委員会制度について
（２）成果と課題 
・福知山公立大学の運営について今後の課題の検討に参考としたい。　  ・周辺市との連携を深める提案をしたい。
・市民協働によるまちづくりや地域振興対策を検討し、提案していきたい。　　・本市の公共施設対策を検討して提言したい。
・教育委員会制度の改正に関する認識を深め、今後の本市の課題等を検討していきたい。

824,930）
（825,000）

希望の会

桐村　一彦
藤田　　守
田渕　裕二
西田　信吾
高宮　辰郎

（１）主な政策研究テーマ 
行政視察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報活動　　　　　
　・里山を活かした町づくり（高知県いの町）　　　　　　　・会派の活動報告や決算状況を広報
（２）成果と課題
・6 月議会での自伐型林業等の導入に関する一般質問を行う。
・市内外の里山を活かした活動の調査や、兵庫県丹波市の「木の駅プロジエクト」実行委員会に参画。
・持続可能な「里山を活かした町づくり」団体の組織化の仕組作りや、啓発を含めた活動に対する、行政支援の企画
立案が課題と考える。　・市内全域に会派報告書と平成 26 年度決算「一般の家計に例えてみると」を配布。

326,739）
（330,000）

地域政党
ふくちやま
議員団

荒川　浩司
塩見　　聡

（１）主な政策研究テーマ 
行政視察 
　・ゆめづくり地域協働プログラム事業（呉市）　　・定住促進（住宅新築助成金交付）事業（笠岡市）
　・救急情報ネックレス事業（鈴鹿市）　　・地域包括ケアシステム（予防介護）事業（いなべ市）
セミナー研修 
　・なぜ地域包括ケアシステムなのか　　・三鷹市が進める協働による地域福祉とコミュニティ創生
　・チャイルド・プア～子どもの貧困から見えてきたこと
　・知的障害者に導かれた企業経営から皆働社会実現への提言
　・議員定数・議員報酬の考え方　　・ＩＣＴ集中セミナー
（２）成果と課題 
・「移住・定住」専門のワンストップ窓口設置を提案
・本市の地域づくりや交付金、市民・職員など、体制のあり方が課題
・救急情報ネックレス事業は、外出時や災害時の情報活用に効果が高いが、コスト面が課題

660,000）
（660,000）

福知山
きずなの会

奥藤　　晃
木戸　正　
柴田　　実
井上　　修

（１）主な政策研究テーマ 
行政視察
　・財政健全化について（泉佐野市）　・まちづくりについて（仙台市、宇都宮市、長岡市、津市）
　・中心市街地活性化について（観音寺市）
（２）成果と課題
・平成 20 年に財政健全化団体に転落以降、財政健全化に取り組む姿を視察し、厳しい状況が続く本市の行財政改革
に反映していく。
・メディアの活用や市役所庁舎の建て替え又は商店街の空き地活用などを通し、地域再生と活性化の及ぼす効果を視
察し、政策提言を行う。
・補助金に頼らず、ＳＮＳの発信でソフト主体の中心市街地活性化事業を視察し、成果の確認を行い、まちづくりの
提言を行う。

330,000）
（330,000）

蒼士会

野田　勝康

　橋　正樹
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子
育
て
支
援
「
お
ひ
さ
ま
と
風
の
子
サ
ロ
ン
」
を
訪
問
し
ま
し
た
！ 

議員訪問インタビュー 
■今回の訪問議員：大槻　富美子・藤田　守 

No.19

子
育
て
が
楽
し
く
な
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て

　

「
子
育
て
が
楽
し
く
な
る
、

お
手
伝
い
が
し
た
い
」
と
平

成　

年
９
月
に
Ｎ
Ｐ
О
法
人

１９
「
お
ひ
さ
ま
と
風
の
子
サ
ロ

ン
」
を　

名
で
立
ち
上
げ
ら

１２

れ
ま
し
た
。

　

市
の
子
育
て
支
援
広
場
事

業
の
委
託
を
受
け
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
？

　

月
、
火
、
水
、

金
曜
の
週
４
日
プ

レ
イ
ル
ー
ム
を
無

料
開
放
し
親
子
で

ゆ
っ
た
り
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
遊
び
、
助
産

師
さ
ん
と
の
お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
、

抱
っ
こ
ひ
も
の
つ

け
方
の
相
談
会
な
ど
多
彩
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

や
り
が
い
は
？

　

お
母
さ
ん
の
笑
顔
、
子
ど

も
が
笑
う
の
を
見
る
こ
と
が
、

う
れ
し
い
。
転
出
し
た
人
か

ら
「
こ
の
サ
ロ

ン
が
あ
っ
て
助

か
っ
た
」
の
声

を
聞
き
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
わ
り
に
は
大
変
な
家
庭

が
あ
り
、
乳
幼
児
期
の
親
子

関
係
が
と
て
も
大
事
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
て
も

大
事
な
時
期
に
身
近
で
関
わ

れ
る
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ

て
も
幸
せ
で
も
あ
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

お
母
さ
ん
た
ち
に
丁
寧
に
寄

り
添
う
こ
と
で
し
ん
ど
い
子

育
て
が
、
少
し
で
も
楽
し
い

子
育
て
に
な
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

課
題
と
思
う
こ
と
は
？

　

子
育
て
支
援
を
応
援
す
る

た
め
に
も
サ
ロ
ン
プ
レ
イ
ル

ー
ム
の
施
設
の
充
実
も
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

事
業
委
託
費
の
中
で
運
営

し
て
い
る
の
で
、
お
も
ち
ゃ

や
絵
本
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
、
悩
み
で
す
。

参
加
の
お
母
さ
ん
の
声

★
こ
こ
に
来
る
と
「
一
人
じ

ゃ
な
い
」
と
思
え
て
心
強
い
。

★
離
乳
食
の
こ
と
な
ど
教
え

て
も
ら
え
る
。
子
ど
も
を
通

じ
て
マ
マ
友
が
で
き
ま
し
た
。

★
サ
ロ
ン
を
知
ら
な
い
お
母

さ
ん
の
た
め
に
、
も
っ
と
周

知
を
図
っ
て
欲
し
い
。

★
福
知
山
に
来
て
友
達
も
な

く
、
子
ど
も
も
泣
い
て
ば
か

り
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
こ
ら

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
母
乳
が
う
ま
く
い
か
ず
精

神
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
の
で

す
が
、
助
産
師
さ
ん
の
話
が

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

（
取
材
は
Ｎ
Ｐ
О
法
人
事
務

局
長
の
足
立
喜
代
美
さ
ん
と

参
加
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
対

応
い
た
だ
き
ま
し
た
。）　

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人

に
、
取
材
先
を
募
集
し
、

議
員
が
訪
問
し
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
改
正
に
伴

い
、
来
た
る
７
月
の
参
院

選
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
現

行
の　

歳
以
上
か
ら　

歳

２０

１８

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。
高
校
３
年
生
を
含
め

た　

歳
、　

歳
の
有
権
者

１８

１９

が
誕
生
し
ま
す
。

　

低
投
票
率
と
言
わ
れ
て

久
し
い
で
す
が
、
昨
年
の

福
知
山
市
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
も
過
去
最
低
の

　

・
３
％
で
し
た
。　

年

５５

７０

ぶ
り
の
参
政
権
拡
大
で
若

者
の
政
治
参
加
が
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
の
見
え
る

化
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
議
会

だ
よ
り
の
役
割
が
重
要
で

あ
り
新
た
な
有
権
者
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
分
か

り
や
す
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
紙
面
に
な
る
よ
う

心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　
（
広
報
広
聴
委
員
会
）

右から2番目が足立代表

議会だより表紙の写真・議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！詳しくは、市議会事務局（℡24-7031）まで 


